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67,628 

※世帯薮は外国人世帯を除く

に 広報

ヽ
1997年
（平成9年）

第929号

10/15 
毎月 1日・15日発行

発行／日野市編集／企画財政部広報課e〒191東京都日野市神明1-12-1

合 042(585) 111 l（代）
[ FAX 042 (581) 2516 

恒
例
の
「
秋
の
緑
化
月
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
球
根
、
苗
木
の

無
料
配
布
、
菊
花
展
、
園
芸
講
習
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
を
行

い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

11
月
3
日
に
球
根
の

無
料
配
布
な
ど
実
施

11
月
3
日
⑲
を

「家
庭
緑
化
の

•••••••••••

••••••••••••••••••

••••

••••••
•••••••

•••• 

日
」
と
し
、
こ
家
庭
の
緑
を
増
や

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
球
根
、
苗

木
の
無
料
配
布
を
始
め
、

園
芸
相

談
、
園
芸
資
材
の
即
売
等
を
行
い

▽
搬
入
日
時

1110月
27
日
向
午
前

9
時
か
ら

▽
搬
入
場
所

11市
役
所
前
市
民
プ

ラ
ザ

▽
対
象

11闘
日
野
市
環
境
緑
化
協

会
で
配
布
し
た
ポ
ッ
ト
マ
ム
、
ス

プ
レ
ー
菊
、
大
菊
（
老
人
ク
ラ
ブ

の
み
）

▽
賞

11市
長
賞
ほ
か
※
参
加
賀
…

球
根

▽
表
彰
式
1111月
4
日

g
午
後
4

時
か
ら
市
役
所
5
階
505
会
議
室
で

※
詳
細
は
開
催
要
領
（
市
役
所
1

階
市
民
相
談
窓
口
、
詞
日
野
市
環

境
緑
化
協
会
事
務
所
、
七
生

・
多

摩
平
両
支
所
で
配
布
）
を
参
照
。

••••
•••
•

•••••••••

•••••••••...•••••

•••
•••
•••••
••••••
••• 

•••
•••••

••••••
••••••
••••••••••

•••
•••
••••
•••••••
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＠
そ
の
1

「
日
野
の
四
季
」

市
内
の
緑
や
緑
の
あ
る
生
活
風

景
な
ど
を
撮
っ
た
写
真
を
募
集。

▽
サ
イ
ズ

11カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四

つ
切
り
（
ワ
イ
ド
四
つ
も
可
）

▽
規
定

11①
作
品
は
末
発
表
の
も

の
で
1
人
3
点
ま
で
（
単
写
真
）

②
作
品
の
裏
面
に
題
名
、
撮
影
年

月
日
・
場
所
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
た
応
募
票
を
添
付

ま
す
。

●
球
根
の
無
料
配
布

市
内
7
会
場
で
ユ
リ
（
マ
ル
コ

ポ
ー
ロ
）
、
ス
イ
セ
ン
、
ク
ロ
ッ
カ

ス
の
球
根
セ
ッ
ト
を
先
着
順
に
無

料
配
布
し
ま
す

(
1
世
帯
に
1
セ

ッ
ト）
。

▽
時
間

11午
前

10時
か
ら
（
口
野

中
央
公
園
で
は
午
後
1
時
か
ら
も

実
施
）
※
雨
天
実
施
。
時
間
前
に

配
布
数
に
達
す
る
ほ
ど
人
が
並
ぶ

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す

▽
会
場
・
配
布
数

11日
野
中
央
公

園
…
午
前

1
千

100
袋
、
午
後

600

袋
／
束
京
南
農
業
協
同
組
合
七
生

支
店
…
午
前
の
み
500
袋
／
旭
が
丘

中
央
公
園
、
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
、

市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
八
小
、

東
部
会
館
裏
万
願
寺
8
号
公
園
…

午
前
の
み
200
袋

●
苗
木
の
無
料
配
布

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
カ
ル
ミ
ア
ほ

か
の
苗
木
を
先
着
順
に
無
料
配
布

し
ま
す

(
1
世
帯
に
1
本）。

▽
時
間

11午
前

10時
か
ら
※
雨
天
「
庭
木
の
手
入
れ
」
に
つ
い
て
、

実
施

剪

定

の

実

演

も

ま

じ

え

な

が

ら

説
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▽
賞

11理
事
長
賞
ほ
か

▽
表
彰
式
の
日
程

1111
月
30
日
同

＠
そ
の
2

「
わ
が
家
の
み
ど
り
」

日
f
J

ろ
可
愛
い
が
っ
て
い
る
草

花
や
丹
精
こ
め
た
庭
木
な
ど
を
撮

っ
た
写
真
に
お
便
り
か
、
ち
ょ
っ

と
し
た
説
明
を
そ
え
て
く
だ
さ

‘,0 
＞
 

▽
サ
イ
ズ

11サ
ー
ビ
ス
判
以
上
六

つ
切
り
ま
で

い
ず
れ
も
▽
応
募
方
法

1111
月

10
日
回
ま
で
に
閲
日
野
市
環
境
緑

化
協
会
(-T191
神
明
2
の
13
の
1
)

へ
持
参
か
郵
送
※
応
募
者
に
は
粗

品
を
進
呈

▽
問
合
せ
先

11詞
日
野
市
環
境
緑

化
協
会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

み
ど
り
の
写
真
展

出
品
写
真
を
募
集
し
ま
す

▽
申
込
み

11小
学
校
・
老
人
ク
ラ

ブ
は

10月
17
日
固
ま
で
に
申
込
用

紙
で
、
市
民
一
般
は

10月
22
日
因

ま
で
に
電
話
で
、
閲
日
野
市
環
境

緑
化
協
会

(6
585
.
4
7
4
0
)
へ

▽
問
合
せ
先

11勁
日
野
市
環
境
緑

化
協
会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)
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生
け
垣
講
習
会

配
布
軒
菊
花
コ
ン
テ
ス
ト

出
品
花
を
募
集
し
ま
す

▲ 早 く 花 が 咲 く と い い ね（昨年の球根配布）

▽
会
場
・
配
布
数

11緑
化
セ
ン
タ

ー
（
日
野
中
央
公
園
南
側
）
…

500
本

●
園
芸
相
談

菊
、
草
花
、
植
木
、
造
園
な
ど

「
花
と
み
ど
り
の
健
康
相
談
」
を

行
い
ま
す
。

▽
時
間

11午
前

10時
S
午
後
3
時

※
雨
天
実
施

▽
会
場

11日
野
中
央
公
園

●
即
売
会

苗
木
、
鉢
花
、

園
芸
資
材
な
ど

を
日
野
市
花
丼
生
産
組
合
、
東
京

南
農
業
協
同
組
合
が
即
売
。

『新
・

日
野
の
植
物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
な

ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

▽
時
問

11午
前

10時
S
午
後
3
時

※
雨
天
実
施

▽
会
場

11日
野
中
央
公
園

自
然
観
察
会

百
草
地
区
を
散
策
し
ま
す
。

▽
日
時

1110月
18
日
5
午
前
9
時

S
正
午
※
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所

11京
王
線
百
草
園
駅

前▽
定
員

11先
着
40
人

▽
申
込
み
先

11勁
日
野
市
環
境
緑

化
協
会

(6
585
.
4
7
4
0
)

園
芸
講
習
会

庭
木
の
手
入
れ

明
し
ま
す
。

▽
日
時

1110月
30
日
困
午
後
1
時

30
分

S
3時
30
分
※
雨
天
実
施

▽
会
場

11詞
日
野
市
環
境
緑
化
協

会
事
務
所
（
日
野
中
央
公
園
南
側
）

▽
講
師

11山
口
達
夫
氏

▽
定
員

11先
着
30
人

▽
申
込
み
先

11勁
日
野
市
環
境
緑

化
協
会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

ポ
ッ
ト
マ
ム
、
ス
プ
レ
ー
菊
を

始
め
、
大
菊
、
懸
崖
な
ど
、

会
場

に
菊
の
香
り
が
た
だ
よ
い
ま
す
。

丹
精
込
め
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
配
布
苗
菊
花
コ
ン
テ
ス
ト

8
月
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
配
布

し
た
菊
苗
に
よ
る
ポ
ッ
ト
マ
ム
、

ス
プ
レ
ー
菊
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
、
作
品
を
展
ホ
し
ま
す
。

▽
日
程

11
10月
29
日
困

S11
月
5

日
困

▽
会
場

11市
役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ

▽
部
門

11市
民
一
般
（
個
人
）
、
小

学
校
（
団
体
）
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
団

体
）
※
出
品
に
つ
い
て
は
別
掲
記

事
参
照

●
菊
友
会
菊
花
展

盆
養
、
だ
る
ま
、
福
助
、
切
り

花
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
程

1110月
29
日
困

S11
月
5

日
困

▽
会
場

11市
役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ

●
古
典
菊
・
大
菊
の
痕
涼

中
菊
の
肥
後
菊
、
嵯
峨
菊
、
江
戸

菊
な
ど
約
100
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
程

1110月
29
日
困

S
1
1月
28

日
固

▽
会
場

11市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー

ル
ほ
か

生
け
垣
は
街
並
み
の
雰
囲
気
を

和
ら
げ
る
と
と
も
に
、
防
災
上
か

ら
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
習

会
で
は
、
生
け
垣
見
本
園
で
の
樹

種
の
紹
介
や
、
造
園
専
門
家
の
実

技
揖
導
に
よ
る
、
生
け
垣
の
手
入

れ
法
に
つ
い
て
の
分
か
り
や
す
い

説
明
も
あ
り
ま
す
。

園
芸
講
習
会

正
月
の
寄
せ
植
え

▽
日
時

1111
月

11
日
因
午
後
1
時

30
分

S
4時
※
雨
天
実
施

▽
会
場
11勁
日
野
市
環
境
緑
化
協

会
事
務
所
（
日
野
中
央
公
園
南
側）

▽
講
師

11日
野
緑
進
会
会
員

▽
定
員

11先
猶
30
人

▽
申
込
み
先

11市
公
園
緑
政
課
6

内
線
361

み
ど
り
の
写
真
展

市
内
の
緑
や
緑
の
あ
る
生
活
風

景
な
ど
「
日
野
の
四
季」

を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
と
、
日
こ
ろ
可
愛

い
が
っ
て
い
る
植
物
の
ス
ナ
ッ
プ

写
真
な
ど

「わ
が
家
の
み
ど
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
を
展
示
し

ま
す
。

▽
日
程

1111月
20
日
困

S
1
2
月
5

日
⑮

▽
会
場

11市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー

ル
※
出
品
に
つ
い
て
は
別
掲
記
事

参
照地

域
緑
化
・

清
掃
の
日

11
月
の
第
5
日
曜
日
は
「
地
域

緑
化
・
清
掃
の
日
」
で
す
。
市
内

全
域
で

一
斉
に
清
掃
を
し
ま
す
。

地
域
の
公
共
物
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
も
の
。
公
園
、
緑
地
、
広
場

な
ど
に
あ
る
ご
み
を
片
付
け
て
、

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

1111
月
30
日
同
午
前
9
時

S
正
午

※
当
日
は
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
会
等
の
詣
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

松
・
竹
・
梅
・
ナ
ン
テ
ン
な
ど

に
よ
る

「
正
月
の
寄
せ
植
え
」
を

行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
2
月
4

日
困
•
5

日
固

午
前

10
時
S
正
午
と
午
後

2
時

S
4
時

▽
会
場

11閲
日
野
市
環
境
緑
化
協

会
事
務
所
（
日
野
中
央
公
園
南
側
）

▽
定
員

11各
回
25
人
※
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選

▽
費
用

11材
料
費
1
千
500
円

▽
申
込
み

1111
月

10
日
⑰
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、

希
望
日
と
午
前
か
午
後
を
、
返
信

用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

勁
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
(
〒

191

神
明
2
の
認
の
1
)

へ

以
上
▽
問
合
せ
先

11閲
日
野
市

環
境
緑
化
協
会

(6
5
8
5
.
4
7
4

0
)
※

「
家
庭
緑
化
の
日
」
苗
木

の
無
料
配
布
と
生
け
垣
講
習
会
は

市
公
園
緑
政
課
6
内
線
361

菊

花

展

菊
花
展
、
講
習
会
な
ど
催
し
い
ろ
い
ろ

11月
4
日
図
の
法
律
相
談
の
予
約
は
、

10月
31日
画
午
前

8
時

30分
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

▽
予
約
・
問
合
せ
先
1
1
広
報
課
市
民
相

談
担
当

(
6
5
8
5
.
2
0
0
0
)

会
場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

978野くらしの

フェスティバル
f
f
 

鯖

っ
て
く
る
平
地
の
こ
と
を
い

っ
た
も
の

と

諭

考

え

ら

れ

ま

す

。

ッ

グ

ミ

は

全
長
24
五ぷ

く
ら
い
の
目
立
た
な
い
茶
色
の
鳥
で、

～
 

字

て

小

ね

月
か
ら

11
月
に
シ
ベ
リ
ア
か
ら
群
れ
で

さ
名

る

絶

芦

っ
て
来
ま
す
。
昔
、
こ
の
辺
り
の
雑
木

ふ

吠

を

は

、

秋

か

ら

冬

に

か

け

て

ッ

グ

ミ

が

た

さ
ん
す
み
つ
き
、
ッ
グ
ミ
の
ち
ょ

っ
と

た
楽
園
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

（
注
）
チ
ョ
ウ
マ
ン
・・・

「跳
馬」

が
語

チ
ョ
ウ
マ
ン
ピ
ラ

百
草
の
杉
野
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
近
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ッ
グ
ミ
が
2
足

に、

「ち
ょ
う
ま
ん
ぴ
ら
公
園」
と
い
う

一

び
で
地
上
を
跳
ね
る
こ
と
か
ら
、
こ
う

累
兵
わ
っ
た
名
前
の
公
園
が
あ
る
の
を
こ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

仕
じ
で
し
ょ
う
か
。

実
は
こ
の
公
園
名
、
こ
の
辺
り
の
か
つ

J

の
地
名
で
あ
る

「チ
ョ
ウ
マ
ン
ピ
ラ
」

か
ら
取
っ
た
も
の
な
の
で
す
。
「
チ
ョ
ウ
マ

ピ

ラ

」
の
「チ
ョ
ウ
マ
ン
」
（
注
）

は
方

-＝
で
ッ
グ
ミ
の
こ
と
を
指
し
、
「
ピ
ラ
」
は

地
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
チ―-l

 

グ

広報ひのは、古紙を利用した再生紙を使用しています
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市役所
ィt表電話

云 585-1111

ことしは

1 1月8日・ 9日

日
野
市
は
、
日
野
郵
便
局
と

「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す

る
協
定
」
の
締
結
（
写
真
）
を
し

ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
な
災
害

が

発

生

し

た

場

合

、

日

野

郵

便

局

（

安

全

防

災

課

）

ー
｀
ー
、

1

ヽ
ー
、

1
`
1

ヽ
ー

、

9

ヽ

9

、

9

ヽ

9

、

9

ヽ

9
•
1

ヽ

9

ヽ
ー
、

9

ヽ
ー
、

9

ヽ

9

ヽ
ー
、

1

ヽ
ー

、

1

ヽ
ー
、

9

ヽ

ー
ヽ
ー
、

1
•
1

ヽ

9

ヽ

ー

｀

ー

、

1
•
1

ヽ
ー

、

9

、

9

、

9

ヽ
｀
｀
▲
｀
‘
ー
、
｀
｀

9

ヽ
ー
、

9

ヽ
ー
、

9

ヽ
ー
、

1

ヽ
ー
、

1

ヽ

は
、
入
居
先
に
備
え
付
け
て
あ
る

「
水
道
使
用
開
始
申
込
書
」
（
ハ
ガ

キ
）
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11水
道
業
務
課

(6

5
8
1
.
0
2
7
6
)
 

水
道
料
金
等
の
支
払
い
に
は
、

便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手
続
き
は

簡
単
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
手
続
き
場
所
11市
の
指
定
収
納

代
理
金
融
機
関
、
郵
便
局

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の
11①
t
J

使
用
量
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）

ま
た
は
納
入
通
知
書
②
預
金

・
貯

秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
産
業

ま
つ
り
を
、
こ
と
し
は
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1111
月
8
日
g
.
9
日
同

午
前
10
時
S
午
後
4
時
※

9
日
は

午
前
9
時
か
ら

会

場

・

バ

ス

停

変

更

図
※このパス停以外にも変更する
パス停があります。

の
施
設
、
用
地
、
車
両
等
を
提
供

し
て
も
ら
っ
た
り
、
情
鞍
の
桓
互

提
供
等
を
通
し
て
、
よ
り
効
率
的

な
災
害
復
旧
を
目
指
す
も
の
で

す。

都
営
住
宅
・
都
民
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

東
京
都
で
は
、
都
営
住
宅
、
都

民
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
住
宅
11①
都
営
住
宅
（
新

▽
会
場
11
日
野
中
央
公
園
、
市
役

所
前
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

▽
内
容
11
地
元
産
農
産
物
の
展

示
・
販
売
、
商
工
業
製
品
等
の
販

売
、
警
視
庁
騎
馬
隊

・
白
バ
イ
と

の
記
念
撮
影
、
伊
勢
え
び
の
み
そ

金
通
帳
と
通
帳
印

※
新
た
に
水
道
を
使
用
す
る
方

築
）
…
829
戸
②
都
民
住
宅
…
462
戸

（
新
築
224
戸
、
空
き
家
238
戸）

▽
申
込
資
格
11次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
①
都
内
在
住
の
成
年
者

汁
無
料
配
布
、
ミ
ニ

S
L
乗
車
、
日

野
消
防
署
は
し
こ
車
の
実
演
、
新

選
組
パ
レ
ー
ド
、
き
も
の
シ
ョ
ー

ほ
か
※

8
日・

9
日
の
両
日
、
市

役
所
前
の
道
路
は
車
両
通
行
止
め

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
ミ
ニ

バ
ス
の
停
留
所
位
置
が
変
更
に
な

り
ま
す
（
別
図
参
照
）
。
ま
た
、
路

上
駐
車
は
、
周
辺
住
民
の
迷
惑
と

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
危
険
で
す
。

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
徒
歩
、
自
転
車
、
バ
ス
な
ど
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
本
紙

次
号
で
紹
介
し
ま
す

▽
問
合
せ
先
11産
業
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
6

内
線
203)

水
道
・
下
水
道
料
金
の

支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で

前と謁偶蜀猥

災害嗚魯怠

出張徴収（相談）日程表

市役所 I~皆 IOI 会議室

七生公会堂 l階フロア

[>時間＝午前10時～午後 4時

日
野
市
と
八
王
子
社
会
保
険
事

務
所
で
は
、
平
成

7
年

9
月
分

S
平
成
9
年
3
月
分
の
国
民
年
金

日
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議

員
選
挙
を
、
次
の
日
程
で
行
う
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

▽
告
示
日
1
1
2
月
15
日
回

▽
立
候
補
届
け
出
受
付
日
1
1
2
月

15
日
回

▽
投
票
日
1
1
2
月
22
日
同

(20
歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）
で

住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
済
証

明
書
で
証
明
で
き
る
こ
と
②
所
得

が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ

と
③
同
居
し
て
い
る
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
し
て
い
る
親
族
が
あ

る
こ
と
（
都
営
住
宅
に
は
単
身
者

が
申
し
込
め
る
住
宅
も
あ
り
ま

す
）
④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

※
詳
し
く
は
「
し
お
り
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い

▽
し
お
り
・
申
込
書
の
配
布
1110

月
16
日
困

S23
日
困
午
前
8
時
30

分
S
午
後
5
時
に
市
役
所
1
階
市

民
相
談
窓
口
、
七
生
・
多
摩
平
両

支
所
で
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

▽
申
込
み
1110
月
16
日
困

S23
日

困
の
消
印
で
、

28
日

g
ま
で
に
渋

谷
郵
便
局
に
届
く
よ
う
に
郵
送

▽
問
合
せ
先
11東
京
都
住
宅
局
募

集
課

(6
0
3
.
5
3
2
1
.
1
1

1
1
)
／
市
管
財
課
6
内
線
452

日
ご
ろ
の
悩
み
や
体
験
を
話
し

合
い
、
介
護
疲
れ
を
い
や
す
た
め

に
、
食
事
会
を
開
催
し
ま
す
。

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

▽
日
時
1110
月
26
日
同
午
前
10
時

S
午
後
3
時

▽
会
場
11①
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
高
幡
福
祉
セ
ン
タ
ー
※
当
日
直

接
会
場
へ

▽
内
容
11
別
表
の
と
お
り
（
福
祉

機
器
展
も
同
時
開
催
）

※
車
い
す
で
の
送
迎
を
希
望
す
る

方
は
申
し
込
み
を
。
ま
た
、
当
日

会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
を
運
汀
し
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

「
出
張
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

_
」
と
「
描
祉
機
器
展
」

▽
開
票
日
1
1
2
月
22
日
同

▽
問
合
せ
先
11選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
6
内
線
551

．＇ 

市
で
は
、
生
け
垣
を
新
た
に
設

置
し
た
り
、
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
を
撤
去
し
て
生
け
垣
に
す
る
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

別

表

行政・民間機関の支援
サーヒスについて

1
月
6
日
に

8
野
市
戦
没
者
追
悼
式
を
実
施

日
野
市
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の

▽
日
時
11
11
月
6
日
困
午
前
10
時

と
お
り
行
い
ま
す
。
遺
族
の
皆
さ
か
ら

ん
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま

▽
会
場
11市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

す

。

※

服

装

は

、

平

服

で

お

出

掛

け

く

な
お
、
会
場
は
駐
車
場
が
限
ら
だ
さ
い
。

れ
て
い
ま
す
の
で
、
車
で
の
来
場
▽
問
合
せ
先
11社
会
福
祉
課
6
内

は

こ

遠

慮

く

だ

さ

い

。

線

223

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

▽
日
時
1111
月
9
日
⑲
午
前
11
時

S
午
後
3
時、

つ
ざ
つ

▽
会
場
11詞
烹

「山
彦」

▽
内
容
11
津
軽
三
味
線
・
民
謡

・

＇ 

落
語
、
骨
粗
し
ょ
う
症
講
演
ほ
か

▽
対
象
11
現
在
家
庭
で
、
寝
た
き

り
老
人
・
痴
ほ
う
性
老
人
・
障
害

者
の
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
方

▽
費
用
11500
円

▽
申
込
み
1110
月
30
日
困
ま
で
に

同
協
議
会
へ

以
上
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
II

同
協
議
会

(
6
5
8
2
.
2
3
1
9
)

••••••••••••••••••••••••••••••••• 

介護の悩み、栄養・薬の 1薬剤士、保健婦、
服用について等 看護婦ほか

市のケースワーカ
ー、民間機関相談
員ほか

送
迎
介
助
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
日
時
11毎
月
第
3
土
曜
日
午
後

1
時
30
分

S
3時
30
分

▽
会
場
11中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の

会
定
例
会
時
の
会
員
の
送
迎
、
体

操
の
介
助
、
話
し
相
手
な
ど

▽
問
合
せ
先
11
同
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
2

3
1
8
)
 

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
け
垣
設
置
補
助
金

日
野
市
議
会
議
員
選
挙

投
票

8
は
2
月
2
2
8

保
険
料
の
出
張
徴
収
を
別
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

保
険
料
の
末
納
分
が
あ
る
方
へ

は
、
前
も
っ
て
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

わ
ず
か
な
末
納
分
の
た
め
に
年

金
が
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
分
割
し
て
納
め
る
こ
と

国
民
年
金
保
険
料
未
納
分
の

出
張
徴
収
と
相
談
窓
口
を
開
設

も
で
き
ま
す
の
で
、
末
納
分
が
あ

る
方
は
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。ま

た
、
当
日
は
国
民
年
金
制
度

の
仕
組
み
や
各
種
届
け
出
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
も
開

設
し
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
、
直

接
会
場
へ
）
。

▽
問
合
せ
先
11
八
王
子
社
会
保
険

事
務
所

(6
0
4
2
6
.
2
6
.
3

5
1
1
)
／
市
保
険
年
金
課

6
内

線
258

て
い
ま
す
。
先
着
順
に
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先
11
公
園
緑
政
課
6
内

線
361

▽
16
日
11
日
野
み
こ
し
連
合
協
議

会
町
内
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
（
市
内
）

に
挨
拶
▽
18
日
・

19
日
11市
議
会

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
に
出

席
▽
20
日
11浅
川
苑
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
敬
老
会
（
同
苑
）
、
秋
の
交

通
安
全
市
民
の
集
い
（
市
民
会
館
）

に
挨
拶
▽
22
日
11市
議
会
一
般
会

計
決
算
特
別
委
員
会
に
出
席
▽
24

日
11市
議
会
特
別
会
計
決
算
特
別

委
員
会
に
出
席
▽

25
日
11秋
の
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
市
内
）

を
激
励
▽
26
日
11
日
野
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会
（
七

生
公
会
堂
）
、
地
区
青
少
年
育
成
会

役
員
交
流
会
（
市
役
所
食
堂
）
に

挨
拶
▽

27
日
11東
京
司
法
書
士
会

三
多
摩
支
会
創
立
30
周
年
記
念
式

典
（
立
川
市
）
に
挨
拶
▽
28
日
11

全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
全
国
優

勝
（
市
内
小
学
生
）
祝
賀
会
に
挨

拶
▽

29
日
11市
議
会
本
会
議
（
審

査
報
告
、
議
案
上
程
）
に
出
席

鷹
の
動
き

□
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▽
注
意

11①
電
話
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
②
受
診
時
間
の

指
定
は
で
き
ま
せ
ん
③
抽
選
結

果
は
後
日
通
知
し
ま
す
④
当
選

し
た
方
は
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
指
定

日
時
に
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
⑤
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
検
診
当
日
に
持
参
く
だ
さ
い

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣

を
付
け
る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

1111
月

11
日
g
午
前

10時

S
1
1時
30
分

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象

11生
後
4
、
5
カ
月
児
（
平

成
9
年
6
月
1
日
S
7月
31
日
生

ま
れ
）
と
親

▽
定
員

11先
着
25
人

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

肺
が
ん
検
診
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、

進
ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

11別
表
の
と
お
り

▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象

1140歳
以
上
（
こ
と
し
4

月
1
日
現
在
）
の
市
民
。
た
だ
し
、

次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
①
妊

娠
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
方
②
現
在
肺
の

病
気
で
通
院
治
療
中
の
方

▽
検
診
内
容

11問
診
、
胸
部
X
線

直
接
撮
影
、
か
く
た
ん
細
胞
診

▽
定
員

11820人
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選

▽
申
込
方
法

1110
月
29
日
困
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

(
1
人
1
通
）
。
往
信
用
裏
面
に
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

生
年
月
日
と
、
こ
と
し
4
月
1
日

現
在
の
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
受

診
グ
ル
ー
プ
符
号
（
第
3
希
望
ま

で
。
特
に
希
望
が
な
い
場
合
は
「
希

望
グ
ル
ー
プ
な
し
」
と
記
入
）
を
、

返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
日
野
市
役
所
健
康
課
「
肺
老
人
保
健
の
受
給
者
の
方
へ
、

が
ん
検
診
係
」

(-T191
日
野
本
町
1

平
成
9
年
5
月
診
療
分
の
医
療
費

の
6
の
2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
額
や
診
療
日
数
な
ど
を
記
載
し

内

）

へ

郵

送

た

通

知

「

老

人

保

健

あ

な

た

の

医

愕
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令

令
ぼ
く
、
＿
歳
に
な
り
ま
し
だ

手

大
好

[

和

西
澤
大
和
く
ん
（
に
し
ざ
お
兄
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
、

ャ
わ
・
や
ま
と
。
平
成
8
年

10月
き
だ
そ
う
で
す
。

令

令
1
日
午
後
6
時
8
分
生
ま

て
れ
。
父
・
正
継
さ
ん
、
母
・

牽
順
子
さ
ん
。
日
野
台
五
丁

ゃ
目
在
住
）

T

好
き
嫌
い
が
な
く
、
何

牽
で
も
よ
く
食
べ
る
元
気
な

令
大
和
く
ん
。

三
つ
違
い
の

¢
令
令
令
令
令
令
令
令
令
＾

肺
が
ん
検
診

国
国
且

・因。

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
を
受
け
た
方
へ

「
医
療
費
通
知
」
を
お
送
り
し
ま
す

離
乳
食
教
室

申込み・
問合せ先

健康課
（合581•4111） 

療
費
」
を
、
今
月
中
に
お
送
り
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
病
院
・
診
療
所

等
で
の
皆
さ
ん
の
診
療
や
入
院
な

ど
の
状
況
を
記
録
し
た
も
の
で
す

（
た
だ
し
、
病
院
等
の
請
求
が
月

遅
れ
だ
っ
た
も
の
や
、

3
千
円
以

下
の
も
の
は
除
外
し
て
あ
り
ま

す）。な
お
、
お
知
ら
せ
す
る
医
療
費

の
額
に
は
、
健
康
保
険
外
の
診
療

費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
注
意

11①
傷
病
名
・
診
療
取
り

扱
い
機
関
名
・
薬
剤
名
な
ど
の
診

療
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

に
は
お
答
歪
で
き
ま
せ
ん
②
こ

の
通
知
は
参
考
ま
で
に
お
送
り
す

る
も
の
で
、
何
ら
か
の
手
続
き
を

、
杢
ス
ミ
駆
除
剤

を

無

料

配

布

と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

◇

◇

◇

◇

 

日
野
市
の
平
成
8
年
度
の
老
人

医
療
費
は
、
総
額
約
7
9
億
1
千
400

万
円
で
前
年
度
に
比
べ

1
2
.
5
%

増
、
1
人
当
た
り
の
年
間
医
療
費

は
約
69
万
2
千
円
で
、
約
3
万
6

千
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
健

や
か
に
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
健
康
診
査
、
ふ
れ
あ
い
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
活

用
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

以
上
▽
問
合
せ
先

11老
人
福
祉

課
6
内
線
234

肺がん検診日程表

◎ 
グループ

⑨ 
グループ

R 
グループ

⑨ 
グループ

くちら整形外科（整・外科）
日野台 5-19-2ft583-6515 

至豊田

須賀小児科 （児科）

●幡328森久保医療ピルft593-7888

R 潤徳小

ネ
ズ
ミ
は
見
た
目
に
不
快
な
だ

け

で

な

く

、

衛

生

的

に

も

有

害

な

合

平

卓

-

に

野

菜

を

彗
い
五
鱈

□

土

曜

市

入
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
具
野
菜
の
お
い
し
い
秋
で
す
。
市

等
へ
の
被
害
防
止
と
衛
生
的
な
生
内
産
の
新
鮮
野
菜
を
豊
富
に
取
り

活
を
保
持
す
る
た
め
に
駆
除
剤
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
（
写
真
）
。

配

布

し

ま

す

。

ぜ

ひ

、

お

出

掛

け

く

だ

さ

い

。

▽
期
間

1111
月
4
日
g
S来
年
2

▽
日
時
・
会
場
1110月
25
日
g
①

月
2
7
日
函
※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
午
前

10時
S
午
後
4
時
…
多
摩
平

=＝＝＝＝＝
＝-=＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝三＝＝＝＝＝＝＝＝――-=＝＝-=＝＝＝=＝＝
＝-=＝-=
＝-＝=＝＝＝-＝＝-=＝＝＝＝＝＝＝
＝＝＝=＝＝＝＝=＝＝＝
＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝l=＝＝=＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝I-=＝＝-=＝＝＝＝-＝

日野台診療所 （内児外・整科）
日野台4-26-16ff581-6175 

第
2
7
回
菊
ま
つ
り
が
、
日
野
市

観
光
協
会
に
よ
り
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。

11月
2
日
同
に
は

「着
物
モ
デ
ル
撮
影
会
」
（
午
前

10

時
＼
午
後
2
時
）
も
予
定
さ
れ
て

日
、
年
末
年
始
を
除
く
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出

▽
配
布
場
所

11健
康
課
（
生
活
・
掛
け
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

▽
日
時

1110月
28
日
g
s
1
1
月
16

ヽヽ
‘ヽ
‘▲̀
‘ヽ
‘ヽ
‘9、
9、
9
ヽヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘9、
9、、

午前の部＝ 9時～正午／午後の部＝ t時～ 4時

を

開

催

第
七
公
園
②
午
前

10時
か
ら
と

午
後
3
時
か
ら
…
東
京
南
農
協
七

生
支
店

▽
問
合
せ
先

11東
京
南
農
協
日
野

支
店

(
6
5
8
3
.
2
1
1
1
)
／
同
七

生
支
店

(
6
5
9
1
.
2
0
1
2
)／
市

産
業
振
興
課
6
内
線
205

日
回
午
前
9
時
S
午
後
4
時

▽
会
場
11高
幡
不
動
尊
境
内

▽
問
合
せ
先
ll日
野
市
観
光
協
会

（
産
業
振
興
課
内
ft
内
線
204)

I
C
,
-

一
い
罪
闘

▽
日
時
・
コ
ー
ス
記
号
・
内
容
II

①

11
月
12
日
困
午
後

1
時
30
分

S
4

時
•
H
6
…
病
人
の
排
せ
つ

の
お
世
話
（
お
む
つ
の
交
換
等
）

②
2
9日
山
午
後1
時
S
4

時
•
H

7:・
幼
児
の
応
急
手
当
て
（
け
が

の
手
当
て
等
）

▽
会
場

11武
蔵
野
赤
十
字
病
院
武

蔵
野
救
護
倉
庫

(
J
R
武
蔵
境
駅

南
口
徒
歩
8
分）

▽
定
員

11各
25
人
※
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選

▽
持
ち
物

11筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
を
。

ほ
か
に
正
規
講
習
会

(
4
日
間
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み

11①
は

11月
6
日
困
、

②
は

11月
21
日
画
（
各
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
コ
ー
ス
記
号
を
、
返
信
用

表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
救
護

課
家
庭
看
譲
係
(
〒
169
新
宿
区
大

▽
日
時

1110月
21
日
g
午
前

10時

S
正
午
、
午
後
1
時
S
3時
30
分

▽
会
場

11ダ
イ
ク
マ
南
平
店

▽
問
合
せ
先

11日
野
市
献
血
推
進

協
議
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
課
内

ft
内
線
223)

9
月
2
3
日
の
自
主
バ
ザ
ー
に
物

品
提
供
、
そ
し
て
雨
の
中
で
の
こ

来
場
と
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
売
上
金
は
、
運
営

資
金
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（

障
害
児
通
所
訓
練
施
設

ひ
ろ
ば
サ
ラ
イ
）

地
元
産
野
菜
と
花
と
植
木
の
即
売
会

旬
の
野
菜
、
季
節
の
花
は
い
か

▽
会
場

11東
京
南
農
協
日
野
支
店

が
で
す
か
。

▽

問
合
せ
先

11東
京
南
農
協
日
野

▽
日
時

1110月
25
日
g
.
2
6
日

回

支

店

(
6
5
8
3
.
2
1
1
1
)
／
市
産

午
前
9
時

S
午
後
4
時

業

振

興

課

6
内
線
205

献

血

久
保
1
の
2
の
1
5
6
0
3
.
5
2
7

3
.
6
7
4
6
)

へ

第
27
回

10月288

~11月168

固ま◎◎

► 19 日 （日）…蒲生歯科
（南平 7-21-25 ff592-1618). 

► 26 日 （日）•• •日野台歯科診療所
（多摩乎 5-7-4 ff581-0345) 

※時間は午前 9時～正午、午後 1時～ 5時。

受診の際には、事前に当番医に電話連絡を

し、保険証を持参してください。

回心会南平病院（内科）
南平 2-52-8 ft59l -4l81 

（
午
後
・
夜
）
外
科

（
午
前
）
児
・
内
・
整
形
外
科

眼

科

外

科

（注）修療科目は変更される場合があります。事前に
急息テレホンセンター
（日野消防署合581-0119)へ問い合わせを。

20
囲

21 

（必
2
2
困

23
困

24
曲

2
5
出

耳

鼻

咽

喉

科

内

科

整

形

外

科

外

科

（
午
後
・
夜
）
眼
科

（
午
前
）
児
・
外
科

整

外

科形

外

科

内

科
内

科

内

科
内

科

内

科

内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

外

科

内
・
外
科

外

科

3
0
困

29
困

28
⑱
 

27
囲

31 
（金）

整

形

外

科

泌

尿

器

科

内

科

内

科

外

科

外

科

内

科

内

科
内

科

内

科

内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

外

科

内
・
外
科

10月18日(±)・ 19日（日）
25日(±)・ 26日（日）

午後 7時30分～ 10時30分

内科・小児科

日野本町1-7-2

生活・保健センター分室

2!584-1661 
至立川駅

鍵
前

保
一

ー

・



•

7 ヽ

・1 

1997年（平成9年）10月15巳
第929号

広報ン0っ入 (4) 

市役所
ィt表電話

云 585-1111

問2-1 「地球規模の環境問題」について、関心のあるものを三つまで選んでください。

（図 1)

地球温暖化

2 オゾン層の破壊

3 熱帯雨林の減少

4 砂漠化

5 酸性雨

6 海洋汚染

7 野生生物の減少

8 発展途上国の公害

゜
100 200 300 400 500 600 700人

問2-2新聞記事やニュースなどで注意深く聞いている項目を三つまで選んでください。
（図2)

環境基本法（条例）

2環境アセスメント

3 自然との共生

4

5

 

ごみ処理問題

資源 ・エネルギーの

リサイクル

6 環境にやさしい製品
（エコマー ク）

7生活排水による水質
汚濁

8 自動車の増加による
大気汚染

9 環境NG0 

10環境清報、環境学習

゜
200 400 600 800人

問3-1 生活環境や地球規模の環境について Aさん、 Bさんあるいは

Cさん、どの意見に近い考えをおもちですか。 （図3)

Aさんの意見 Bさんの意見 cさんの意見

環境を犠牲にしても市

街地の開発を進める
現在の環境の水準を維持するため

に、開発は選択的にしか行わない

65 

20% 

Aさんと同 じ
無回答

問3-2

Bさんと同じ

40% 60% 

生活環境や地球規模の環境について Aさん、

近い考えをおもちですか。

Aさんの意見

Bさん、 どの意見に

（図4)

Bさんの意見

Cさんと同じ

環境の改善に配慮することによって、
生活が不便になるのはいやだ

どちらともいえない

環境改善は重要なことであり、時間や手間をか
けても、日ごろの生活で環境に配慮したい

42 

10% ¥ 20% 30% 

Aさんに近い

無回答
Aさんと 同じ

問4-1 (2)あなたは、日野市の環境を良〈するために、行政に何を望みますか。

三つまで選んでください。 （図 7)

1 大気汚染の防止

2 水質汚濁対策

3騒音対策

40% 

Bさんに近い

50% 60% 

Bさんと同じ

広
報
9
月
15
日
号
で
、
環
境
基

本
計
画
策
定
の
た
め
の
市
民
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
を
公
募

し
ま
し
た
が
、
予
想
を
超
え
る
108

人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
こ
協
力
に
感
謝
し
ま

す
。
市
民
参
加
の
も
と
で
、
基
本

計
画
策
定
作
業
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
そ
の
2
)
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
結
果
は
環
境

基
本
計
画
策
定
の
基
礎
デ
ー
タ
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

図
1
は
、
関
心
の
あ
る
も
の
を

三
つ
ま
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
も
の

で
す
。
「
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
」
、
「
地

球
温
暖
化
」
、
「
酸
性
雨
」
が
高
率

で
あ
り
、
「
砂
漠
化
」
、
「
発
展
途
上

国
の
公
害
」
、
「
熱
帯
雨
林
の
減
少
」

な
ど
は
、
比
較
的
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
や
は
り
身
近
に
影
響
の

で
て
く
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
ほ

ど
関
心
が
高
い
と
い
う
結
果
で

す。
三
つ
ま
で
の
選
択
で
す
の
で
、

選
択
し
た
率
が
低
い
か
ら
関
心
が

低
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ

ん。
す
べ
て
に
関
心
が
あ
り
、

三
つ

を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
付
記

し
た
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
が
、

環
境
に
関
心
の
弾
い
日
野
市
民
に

「
関
心
の
あ
る
も
の
す
べ
て
に

0

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
設

問
に
し
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

に
0
が
つ
い
て
し
ま
い
、
分
析
も

で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
予

測
の
も
と
で
、
あ
え
て
こ
の
よ
う

な
設
問
と
し
た
も
の
で
す
。

図
2
は
、
報
道
さ
れ
て
い
る
環

境
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
ヘ
の
関
心
の

度
合
い
を
聞
い
た
も
の
で
す
。

「
こ
み
処
理
問
題
」
が
8
割
近

く
と
非
常
に
高
率
に
な
っ
て
い
ま

す
。
続
い
て
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
が

6
割
以
上
で
す
。
「
環
境
N
G
o
」、

「
環
境
某
本
法
」
等
が
低
率
で
す

が
、
緊
急
性
、
身
近
さ
を
基
準
に

擾
先
順
位
が
決
ま
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

図
3
は
、
開
発
と
環
境
保
全
に

対
す
る
意
見
を
聞
い
た
も
の
で

す。

96
％
が
環
境
保
全
を
優
先
す

る
意
見
で
す
。

図
4
は
、
環
境
保
全
と
生
活
の

便
利
さ
に
つ
い
て
聞
い
た
も
の
で

す
が
、
8
割
近
く
の
方
が
、
時
間

や
手
間
を
か
け
て
も
環
境
に
配
慮

し
た
い
と
い
う
意
見
に
賛
意
を
表

し
て
い
ま
す
。

図
5
は
、
日
野
市
の
将
来
像
の

イ
メ
ー
ジ
を
聞
い
た
も
の
で
す
。

8
割
を
超
え
る
人
が
「
緑
豊
か

で
自
然
と
親
し
め
る
ま
ち
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。図

3
S
5
で
も
、
日
野
市
民
の

自
然
に
対
す
る
愛
着
、
環
境
へ
の

思
い
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。図

6
は
、
行
政
の
舞
境
問
題
へ

企

画

課

6
内
線

416

問3-3

問4-1 

積極的

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
そ

の
3
で
終
了
の
予
定
で
す
。

の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
し
て
い

る
か
聞
い
た
も
の
で
す
。
消
極
的

と
感
じ
て
い
る
人
が
7
割
で
し
た
。

図
7
は
、
日
野
市
の
環
境
を
良

く
す
る
た
め
に
行
政
に
望
む
こ
と

を
聞
い
た
も
の
で
す
。
こ
み
対
策
、

自
然
環
境
保
全
を
あ
げ
る
人
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
図
2
の
関
心

の
あ
る
こ
と
で
は
、
低
率
だ
っ
た

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
の
も
の

（
環
境
N
G
o
)
が
、
行
政
へ
望

む
こ
と
で
は
、
比
較
す
る
と
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

図
8
は
、
企
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
い
た
も
の
で
す
。
公
害

防
止
、
廃
棄
物
対
策
、
省
エ
ネ
、

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
が
、
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

生活環境や地球規模の環境について Aさん、

近い考えをおもちですか。
Aさんの意見

日野市の将来像は ‘緑豊かで自然と親
しめるまち”というイメージが良い

Aさんと同じ

(1)最近の行政の環境問題に対する取り組み方をどう思いますか。

（図6)

28 

0% 

4 悪臭その他の公害対策

5家庭や事業者からでる
こ＇みの処理対策
ゅ うすい がいせん

6 湧水、丘陵や崖線の緑
など自然環境の保全

7公園、公共施設や民有
地の緑化の推進

8 クリーンエネルギー等
の新技術の積極的導入

9 環境学習の推進

10環境ポランティアの育
成、環境保護のための
組織づくりへの支援

II環境アセスメントの強化

12その他

100 200 300 400 500人

I 20% 

どちらかといえば積極的

Bさん、

.f.ll

>...?

..•.• 

忍阻
啄
境
心に
関
ナ
タ
．る
ア
ン
ケ
．． 

・・
・
結
果
を
紹
介
し
ま
す
．

どの意見に

（図5)
Bさんの意見

日野市の将来像は‘‘機能を重視した
まち”というイメージが良い

どちらともいえない

32 

60% I 

Aさんに近い

80% 

消極的

問4-2企業の取り組みについて、あなたは、日野市の環境を良くするために、重要

と思う企業の環境保全策を三つまで選んで〈ださい。 （図8)

1 工場等を発生源とする公害（大気汚染、水
質汚濁悪臭騒音等）への対策

2 自動車を減らすための流通体系の改善

3 事業所からでる産業廃棄物の適切な処理

4 地域の環境活動への積極的な参加

5 エコマーク商品の開発・製造

6環境保全に関する研究・技術開発

7省エネルギー・リサイクルヘの取 り組み

8社内での環境教育

9開発行為時における住民意見の尊重と適
正な環境影響評価の実施

10周辺との環境との景観面での調和

11 その他

100 200 300 400 500人
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市 役 所
代表電話云585-1111

駐輪場案内図

平山城址公園駅周辺

平山住宅

南平駅周辺

第2

百草園駅周辺

至
聖
蹟
桜

►
危
な
い
／
軽
い
気
持
ち
で
止
め
た
一
台
が
交
通
事
故
の
原
因
に
…

管

理

課

6
内
線

337

ど
人
の
集
中
す
る
場
所
で
は
、
か

ら
だ
の
不
自
由
な
方
や
高
齢
者
、

小
さ
な
子
供
た
ち
が
放
置
さ
れ
た

自
転
車
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
や
歩
道
が
ふ
さ
が
れ
て

い
て
通
行
で
き
な
い
な
ど
、
事
態

は
深
刻
で
す
。

そ
こ
で
、
放
置
自
転
車
問
題
を

広
く
訴
え
る
た
め
、
関
係
す
る
諸

機
関
が
相
互
に
協
力
し
て
、
1
0
月

22
日
困
S
3
1
日
⑱
の
1
0
日
間
「
駅

撤

去

料

を

徴

収

自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
（
駅

前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
7
年
の
自
転
車
条
例
（
日

野
市
自
転
車
等
の
駐
車
秩
序
の
確

保
に
関
す
る
条
例
）
の
改
正
後
、

駅
前
の
放
置
台
数
は
徐
々
に
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
放
置

は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
上
手

に
利
用
す
る
の
も
、
嫌
わ
れ
者
に

す
る
の
も
利
用
す
る
皆
さ
ん
次
第

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
放
置
自
転

車
問
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
で
話
し

合
い
、
放
置
の
な
い
安
全
で
き
れ

い
な
ま
ち
つ
く
り
に
こ
協
力
く
だ

さ
い
。

胆；

危

険

な

駅

前

放

慨

は

や

め

ま

し

国

国

諷

腺

證

園

園

市
内
の
駅
周
辺
に
は
、
無
料
駐
周
辺
半
径
300
認
く
ら
い
）
及
び
公

輪
場
が
30
カ
所
、
有
料
駐
輪
場
が
共
の
場
所
等
に
放
置
さ
れ
た
自
転

23
カ
所
（
別
図
参
照
）
あ
り
ま
す
。
車
等
は
、
保
管
場
所
（
保
管
場
所

自
転
車

・
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
、
駐
輪

案
内
図
参
照
）
に
撤
去
し
ま
す
。

場
な
ど
の
決
め
ら
れ
た
場
所
に
必
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
等
の
引
き
取

ず

止

め

て

く

だ

さ

い

。

り

の

際

は

撤

去

料

を

徴

収

し

ま

ま
た
、
満
車
の
た
め
駐
輪
場
が
す
。

利
用
で
き
な
い
時
は
、
他
の
駐
輪
な
お
、
撤
去
し
た
自
転
車
等
で

場
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
路
上
へ
引
き
取
り
の
な
い
も
の
は
、

2
カ

の
放
置
は
、
大
変
危
険
で
す
。
月
保
管
後
、
処
理
し
ま
す
。

な
お
、
市
の
駐
輪
場
は
自
転

▽
撤
去
料
1
1
自
転
車
…
2
千
円
／

車

・
原
動
機
付
自
転
車
の
駐
輪
場
原
動
機
付
自
転
車
…
3
千
円

で
す
の
で
、

50cc
以
上
の
バ
イ
ク

は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

高幡不動駅周辺

臨時駐

豊田駅周辺

富士電パーキこ合亡五 —— 
こポスト（有）ロロ邦「三三

＼皿 口豊田駅仁琴ご

:i:第1^ ー玉二〗旦
図書館

日野駅周辺

至

J R中央線

至
八
王
子

最
近
、
自
転
車

・
ミ
ニ
バ
イ
ク

の
利
用
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
共
に
、
駅
周
辺
な
ど
の
公

共
の
場
所
に
自
転
車
等
が
大
量
か

つ
無
秩
序
に
放
置
さ
れ
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
手
軽

で
身
近
な
交
通
手
段
で
す
が
、
利

用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
人
の
迷
惑

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

事
故
の

原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

市
内
の
各
駅
周
辺
や
商
店
街
な

困
り
ま
す
I.

喰
～
蹴

自
転
車
骰
き
ざ
り
知
ら
ん
ぷ
り

固
詭
ク
リ
ー
ン
専
徊
ン
ペ
ー
ン

保管場所案内図

受付日時月曜一土曜日

午前9時～正午

午後 1時～4時

※年末年始、祝日を除く

至立川駅
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9
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し

ヽ

9

§

9

1

り

ヽ

ヽ

ヽ

り

｀

｀

｀

‘
．

I

ー

‘

令

ヽ

♦

9

♦

I

¢

I

9

1

9

ヽ
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會

｀

＇

り

ヽ

り

9

り

9

9
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♦

I

♦

9

-

―
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-
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一一一

一
家
族
み
ん
な
で
ご
参
加
を

i

東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ェ
ス
タ
一

―

―
 

一
多
摩
地
域
の
31
市
町
村
は
、
に
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
贈
呈

i

―

―
 

-
2
1
世
紀
に
向
け
て
こ
み
の
出
な

▽
問
合
せ
先
1
1
東
京

・
多
摩
リ
一

―

―
 

一
ぃ
リ
サ
イ
ク
ル
型
社
会
「
エ
コ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
一

一ご
ネ
ッ
ト
多
摩
」
を
め
ざ
し
、
手
員
会
事
務
局

(
6
0
4
2
3
.
-一

-
作
り
イ
ベ
ン
ト
生
懇
担
羨
す
。

8

2

.

0

0

5

3

)

-

一

i

▽
日
時
1111
月
15
日
国
午
前
11

i

時
S
午
後
5
時
（
雨
天
の
場
合

一一
は
1
6
日
回
）

9
 

i

▽
会
場
1
1
東
京

・
多
摩
リ
サ
イ

ー
ク
ル
・
フ
ェ
ス
タ
会
場
（
案
内

一一一
図
参
照
）

一一
i

▽
内
容
11タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ

ご
ッ
コ
ン
サ
ー
ト
、
い
も
煮
会
、

一―
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か
※
牛

一
i

乳
パ
ッ
ク
3
枚
以
上
持
参
の
方

L
り
9
9
9
り
ヽ
り
9
9
ヽ
り
ヽ
り
9
り
ヽ
り
9
り
ヽ
り
ヽ
り
ヽ
り
ヽ
り

案内図
東京・多摩
リサイクル・フェスタ会場

昭和 9 

記念公園

至
西
立
川
駅

ヽ
‘

一

一
防
犯
登
録
は
、
法
律
で
自
転

▽
費
用
1
1
防
犯
登
録
手
数
料
525-

一-

―
 

-一-

一
車
利
用
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
円

[
い
ま
す
。

▽
持
ち
物
11身
分
証
一

明
書
、
登
録
す
る
自
一

一

一
今
回
、
防
犯
登
録

車

録

罰

-
f
T
[
[
[
0
鰐

＿
五
登

如
[
[催1
1
東
京
都
自
一

Q

転
車
商
防
犯
協
力
会
一

斉

｀

査
の
う
え
登
録
し

古
干

nJ

-

―

―
 

一
ま
す
。
こ
の
機
会
に

X
A
-

こ

日

野

支

部

一

-

l

0
 

一

H
▽
後
援
11
日
野
警
察
一

自

防
18
署
、
日
野
防
犯
協
会
一

i

ぜ
ひ
登
録
を
。

一
▽
日
時
1
1
1
0
月
18
日

-
g午
前
1
0
時

S
午
後
3
時

▽
問
合
せ
先
1
1
猪
鼻
輪
業

(
6
i

一―

―

 

-
▽
会
場
11
日
野
駅
前
交
番
前

581
.

2

5

8

0

)

-

會
り
'
,̀
9
9
;,
＇̀
ヽ
り
i
髯＇
、
髯‘
ヽ
ヽ
＇`
り
，
｀
‘
‘
,
`
`
`
‘
≪'
、
亀

',t
'ヽヽ
＇
、
心'§
iヽ
▼`
髯
ヽ▼ヽ

'ヽ9
9
ヽ
り
＇
』`

一1
,1
り

9

9

9

ヽ

；

‘

小

｀

令

1

9

1

9

1

9

1

9

1

`

‘

り
；

｀

り

ヽ

§

‘

令

ヽ

↓

I

♦

‘

§

I

§

1

9

ヽ

ら

ヽ

り

ヽ

り

1

―

-

i

未

加

入

の

方

は

方

①

専
業
的
家
内
労
働
者
②

一

従
業
員
4
人
以
下
の
製
造
業
、
一

一
-

i

、
)
加
入
く
だ
さ
い

-

製
造
小
売
業
を
営
む
個
人
事
業

i

一
i

家

内

労

働

＿

一

一

主

③
前
記
①
②
の
家
族
従
業
一

i

傷
病
共
済
制
度

者

一

―

-

一

i

東
京
都
で
は
、
家
内
労
働
者
▽
給
付
金
1
1
A
コ
ー
ス
…
1
日
一0

 

一
や
個
人
事
業
主
、
そ
の
家
族
従

3
千
円
（
年
間
54
万
円
ま
で）
／
―

0

-

二
茉
者
が
、
予
期
せ
ぬ
事
故
や
病

B
コ
ー
ス
・
・
・
1
日
5
千
円
（
年
一

―

―

 

一
今

一

ご
気
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
の
間
90
万
円
ま
で
）

~
「
生
活
の
安
定

l
の
た
め
に
、
※
毎
月
の
掛
け
金
は
、
コ
ー
ス
、
一

｀
内
労
働
傷
病
共
済
制
度
を
設
年
齢
、
男
女
に
よ
り
異
な
り
ま
i

言
て
い
ま
す
。
末
加
入
の
方
は
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

i

一

一

ご
J

加
入
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
1
1
詞
東
京
都
勤
労
一

-

0

 

ご

対
象
11都
内
在
住

・
在
勤
の
福
祉
協
会

(6
0
3
.
3
5
5
5
.
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-
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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『海の家事業ご利用システム
日野市「海の家」事業を利用して行ってみよう /

.
 

↓
 

↓
 

暴

暴

暴

しんぽく

※市内事業所の福利厚生活動（職場内の親睦旅行等）でも利

用できます。詳しくは、生活課までお問い合わせください。

佐
渡
、
秋
の
特
別
。
フ
ラ
ン

日
野
市
「
海
の
家
」
事
業
は
、
市
民
の
方
が
、
佐
渡
島
両
津
市

内
と
沼
津
市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の

一
部

(
1
人
1
泊
2
千
円
、
子
供
も
料
金
4
千
円
以
上
の
場
合
は

同
額
）
を
割
り
引
く
も
の
で
、
年
間
を
通
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
宿
泊
日
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
こ
利
用

く
だ
さ
い
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
佐
渡
、
沼
津

佐
渡
・
両
津
で

味
覚
を
楽
し
む

素
朴
な
美
と
味
覚
と
の
出
会
い

が
あ
る
佐
渡
に
海
の
幸
、
山
の
幸

が
あ
ふ
れ
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
新
鮮
な
オ
ニ
エ
ビ
、
ボ
タ

ン
エ
ビ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
イ
ゴ
ネ
リ

な
ど
素
朴
で
味
わ
い
の
あ
る
佐
渡

の
代
表
的
な
味
覚
や
寒
ブ
リ
に
加

え
、
加
茂
湖
か
ら
は
旬
の
カ
キ
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
に

は
キ
ノ
コ
類
も
豊
富
で
、
特
に
マ

ッ
タ
ケ
は
味
・
香
り
共
に
良
質
で

す
。
ま
た
、
佐
渡
の
代
表
的
な
特

産
で
あ
る
お
け
さ
柿
は
、
種
が
な

く
甘
味
の
多
さ
が
自
慢
で
す
。

全
長
30
キ
ロ
の
「
大
佐
渡
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
」
か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ
、

燃
え
る
紅
葉
、
徳
川
幕
府
300
年
の

財
政
を
支
え
た
「
佐
渡
金
山
」
な

ど
全
国
で
も
有
数
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
も
、
佐
渡
の
秋
を
堪
能
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
と
文
化
の
香
り

あ
ふ
れ
る
沼
津
は
、
文
学
・
歴
史

探
訪
に
最
適
で
す
。
美
し
い
自
然

に
魅
了
さ
れ
た
多
く
の
文
人
が
沼

津
を
訪
れ
、
数
多
く
の
文
学
碑
や

文
学
館
に
そ
の
名
を
残
し
ま
し

た
。
「
若
山
牧
水
記
念
館
」
、
「
芹
沢

光
治
良
文
学
館
」
な
ど
は
、
遠
い

昔
の
鼓
動
と
永
遠
の
感
性
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

「
沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
」
、
「
千

本
浜
公
園
」
な
ど
詔
津
に
は
、
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
る
エ
リ
ア
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。

日
野
市
「
海
の
家
」
事
業
を
利
用

し
て
両
津
市
内
に
宿
泊
す
る
と
、

1
泊
に
付
き
2
千
円
の
割
り
引
き

に
な
り
お
得
で
す
。

⑨
佐
渡
特
選
企
画
悠
遊
、

3
日
の
旅
佐
渡
味
浪
漫

白‘、I
2
 

新
宿
か
ら
の
直
通
電
車
「
特
急

あ
さ
ぎ
り
」
を
利
用
す
る
と
、
約

2
時
間
で
沼
津
に
到
着
し
ま
す
。

▽
期
間

1110月
31
日
固
ま
で

▽
対
象
施
設

11両
津
市
と
相
川
町

内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館

※
2
泊
3
日
2
人
以
上
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
11ホ
テ
ル
・
旅
館
に
低
料

金
で
宿
泊
が
で
き
、
四
季
折
々
の

味
覚
が
満
載

▽
料
金

11通
常
料
金
2
万
円
前
後

を、

9
千
500
円
か
ら
大
サ
ー
ピ
ス

(
1
人
1
泊
2
食
付
き
、
税
・
サ

ー
ビ
ス
料
別
。
休
前
日
は
1
千
500

円
増
し
）
。
さ
ら
に
2
千
円
追
加
で

甘
エ
ビ
食
べ
放
題
に

沼
津
、
ち
ょ

＠
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
得
な
「
文
の
香
・

潮
の
音
通
い
券
」

「
若
山
牧
水
記
念
館
」
「
芹
沢
光

治
良
文
学
館
」
「
沼
津
御
用
邸
記
念

公
園
」
共
通
チ
ケ
ッ
ト
（
沼
津
観

光
協
会
に
て
通
常
3
施
設
で
料
金

1
千
100
円
の
と
こ
ろ
950
円
に
て
販

売
）
。
あ
な
た
も
文
学
散
歩
に
出
掛 佐渡島・加茂湖 （上） と特産のカキ （右）

っ
と
い
い
話

＠
佐
渡
、
両
津
味
海
道
秋
の
陣

▽
期
間

1111月
30
日
回
ま
で

▽
対
象
施
設
11両
津
市
内
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
・
民
宿

▽
内
容

11佐
渡
・
両
津
の
秋
を
自

由
に
楽
し
め
る
三
つ
の
特
典
が
あ

り
ま
す

①
佐
渡
汽
船
の
運
賃
が
20
％
引
き

（
割
引
対
象
外
あ
り
）
②
レ
ン
タ

カ
ー
が
2
5
S
3
0
％
引
き
③
観
光

タ
ク
シ
ー
が
1
0
S
2
5
％
引
き

▽
料
金

1
1
1
人

1
泊
朝
食
付
き
5

千
500
円
（
税
別
）
か
ら
※
夕
食
は
、

ど
こ
ろ

宿
泊
先
以
外
の
夕
食
処
で
。
ホ
テ

ル
、
旅
館
、
民
宿
で
も
対
応
し
ま
す

以
上
、
詳
し
く
は
両
津
市
観
光

協
会

(
6
0
2
5
9
.
2
3
.
3
3

0
0
)
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑥
と
き
め
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
バ
ス

観
光
に
便
利
な
、
無
料
の
市
内

循
環
バ
ス
で
す
。
「
若
山
牧
水
記
念

館
」
「
芹
沢
光
治
良
文
学
館
」
「
沼
津

沼
津
で
文
化
を

た

の

し

む

両津市の主なイベント

• 

年
中
利
用
で
き
る
「
海
の
家
」
事
業

1
人
1
泊
に
つ
き
、

2
千
円
補
助

毎夜実施され、佐渡おけさ・鬼太鼓等が楽しめます。
※ II月の開催は両津市観光協会(ft0259-23-3300)へお問い合わせを。

通常料金7,000円(I人 1泊 2食付き、税別）にプラス500円で、と
れたてのエピ・カニなど素朴で味わいのある味覚をサーピス。

12月6日(±)
. 7日（日）

ひとあし早いサンタに、海の中もクリスマス、海から上がれば、
寒プリや沖汁のサーピスで、身も心もポッカポカ 。

12月7日（日） 水揚げされたばかりの新鮮な寒プリは、あぷらがのって絶品、
フリの剌し身、照り焼きなどが満喫できるイペントです。

御
用
邸
記
念
公
園
」
も
運
行
ル
ー

ト
に
入
っ
て
い
ま
す
。

沼
津
駅
構
内
観
光
総
合
案
内
所

で
、
無
料
券
を
受
け
取
っ
て
こ
乗

車
く
だ
さ
い
。

▽
運
行
日

1112
月
28
日
ま
で
の
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み

▽
沼
津
駅
発
車
時
刻

11午
前
9
時

30
分、

10
時
40
分
、
午
後
0
時
30

分、

1
時
40
分
、
2
時

50
分、

4
時

＠
復
活
／
．
我
入
道
の
渡
し
船

千
本
浜
公
園
か
ら
沼
津
御
用
邸

記
念
公
園
ま
で
の
水
辺
を
歩
く
文

学
探
訪
の
道
に
、

彩
り
を
添
え
る

渡
し
船
で
す
。
狩
野
川
を
渡
る
さ

わ
や
か
な
風
に
吹
か
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
運
行
日
時

113月
1
日
S
1
2
月

28
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午

前
9
時

S
午
後
5
時
※

11
月
・

12

月
は
午
後
4
時
ま
で

▽
費
用
ー
100
円
（
小
学
生

50
円）

以
上
、
詳
し
く
は
沼
津
観
光
協

会

(
6
0
5
5
9
.
6
3
.
3
2
2

8
)
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

沼津市の主なイベント

10月19日（日）

沼津御用邸記念公園を主会場として、竹のインスタレーション・
アート展、松籟（しょうらい）の宴等「日本文化との新たな出会い
と創造」がテーマの秋のピッグイペント 。

沼津千本浜をこよなく愛した若山牧水をしのんで開催される芝
酒盛り等のユニークなイペント 。

II月3日(,EJ)
-16日（日）

園内が、菊一色に染め上げられます。松林を渡る風の調ぺに耳
を傾けながら、菊の美しさを楽しんでみてはいかがですか。

ー

り

；

ー

i
i
'

0
 

一
已
成
ヲ
a
ル

よ
郊
泌
磁
国
一

▽
日
程

1110月
24
日
画
・

31[

画、

11
月
7
日
⑱

一
▽
時
間
・
会
場

11
午
後
1
時

i
S
2
時
：
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

一了プ
ー
ル
／
午
後
7
時

S
8時

一
…
東
部
会
館
プ
ー
ル

一
▽
対
象

11ま
っ
た
＜
泳
げ
な
い

r
i
i
`
 

ー

ー

j

｀
〗
尺
項
J
V
使
用
一

▽
申
込
み

1110月
16
日
困
午
前

10
時
か
ら
電
話
で
、
生
活
・
保
i

一

健
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

(6582.

0
0
0
2
)
、
東
部
会
館
プ
ー
ル

(
6
5
8
3
.
4
3
1
1
)
へ
※
月

曜
日
を
除
く

▽
問
合
せ
先

11ひ
の
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

ー
ク
ラ
リ
ー
と
手
作
り
広

四
中
地
区
青
少
年
育
成

区
青
少
年
育
成
会
で
ム
2
S
5
人
。
小
学
4

．i

や
案
内
が
書
か
れ
た
下
の
方
は
中
学
生
以
上

〗
」
を
頼
り
に
街
を
歩fJ参
加
く
だ
さ
い
）
※

ー
ム
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
数
の
場
合
は
抽
選

い
ま
す
。
当
日
は
、
折

▽
費
用

111
人
100
円

で
楽
し
く
遊
ぶ
「
手

▽
持
ち
物
11時
計

(
1

一
」
も
開
催
し
ま
す
。
に
一
っ
）
、
鉛
筆
、
帽
子
、

-
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
弁
当
、
水
筒
、
敷
物
※
履
き
慣

一
一

れ

た

靴

で

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

11月
8
日

g
午
前
8

昼
食
時
に
豚
汁
あ
り

一

午
後
3
時
※
六
小
校
▽
申
込
み

1110月
22
日
困
ま
で

一

。

雨

天

実

施

に

四

中

地

区

青

少

年

育

成

会

一
▽
定
員
1150
チ
ー
ム

(
1
チ

ー

（

高

橋

6
5
8
4
.
9
5
8
3
)

へ

舅•T重ナ•-冒ー重つ賞雪ヤ冒T冒r•-_璽-菫ー`•-•--．亡ar_- •-E• 千置ー9--冒-—重工 雷ーエ——

①せ楽イ中南
スんしク心平で大 —‘‘ 
ポかくをと丘は坂 スポノ
l °‘行し陵‘上
ツ 体いた公盃中家族ふれあいハ
交をま家園地l 流 動す族散、、区

ノ
会 か゜ふ策

し み れ コ
交

少
青 大坂上中地区

てんあ l雙年
みないス ＝育 青少年育成
までハを竺成

，
 

▽
日
時
贔
い
口
〗
ぃ
ロ

時

50分
S
正
午

▽
会
場
11大
坂
上
中

▽
内
容
11
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
、
ミ
ニ

テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

体
力
測
定
ほ
か

▽
持
ち
物

11上
履
き

②
家
族
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク

▽
日
時

1111
月
8
日
3
午
前
8

時
30
分
S
正
午
※
七
小
に
集

合
。
雨
天
は

11月
9
日
回

▽
コ
ー
ス

11南
平
丘
陵
公
園
散

策
コ
ー
ス
（
約

12キ
ロ
）
※
昼
食

あ
り
。
歩
き
や
す
い
服
装
で
f
J

参
加
を

以
上
▽
問
合
せ
先

11大
坂
上

中
地
区
青
少
年
育
成
会
（
金
田

6
5
8
3
.
3
9
8
6
)
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▽
日
時
1110月
1
8
日

g
午
後
2
時

か
ら

▽
会
場
11中
央

公

民

館

同

学

級

は

、

障

害

者

と

健

常

者

▽
曲
目
11イ
ギ
リ
ス
組
曲
第
4
番

と

が

、

「

と

も

に

生

き

、

と

も

に

学

(
J
・

デ

ュ

ア

ー

ト

作

曲

）

ほ

か

ぶ

」

こ

と

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

、

月

▽
出
演

11
安

井

敬

（

リ

コ

ー

ダ

1

回

の

定

例

会

と

コ

ー

ス

別

活

動

ー

）

、

伊

東

福

雄

（

ギ

タ

ー

）

を

行

っ

て

い

ま

す

。

▽
定
員
1180
人
（
申
し
込
み
を
）

16
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な
た

※

事

前

申

し

込

み

制

で

、

1

歳

で

も

参

加

で

き

ま

す

。

一

緒

に

活

S

未
就
学
児•
8

人
の
保
育
あ
り
。
動
し
ま
せ
ん
か
。
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日
野
市
教
育
委
員
会
で
は
、

来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
（
平
成
3
年
4

月
2
日
か
ら
平
成
4
年
4
月
1

日
生
ま
れ
）
の
健
康
診
断
を

10

月
1
5
日
困
か
ら

11
月
28
日
固
ま

で
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の
保

市
民
体
育
大
会
が
、
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
奮
っ

て
f

」参

加
く
だ
さ
い
。

奎
弓
道

▽
日
時
1111
月
2
日
同
午
前
9
時

か
ら

▽
会
場
11南
平
体
育
館

▽
射
候
1
1
8射
(
4
ツ
矢
2
回）

▽
対
象
11高
校
生
以
上

▽
費
用
11300
円

▽
申
込
み

11当
日
会
場
で
※
正
午

ま
で
受
け
付
け

受
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
一
般
男
女

▽
日
時
1111
月
16
日
同
午
前
9
時

か
ら

▽
会
場
11南
平
体
育
館
、
南
平
小

体
育
館

▽
費
用
1
1
1
チ
ー
ム
1
千
500
円

9
/
0
 

た
グ
/
レ
参
加
な

今
回
で

10
回
目
を
迎
え
る
「
大

空
祭
」
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

つばさ学園

大元翠
二示

テーマは

「地域に広がれ

つばさの和」

▽
代
表
者
会
議
1111
月
12
日
困
午

後
6
時
か
ら
陽
光
会
館
で

護
者
の
方
に
は
、

10
月
3
日
に

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
、

指
定
さ
れ
た
日
時
に
都
合
の
つ

か
な
い
方
は
、
お
早
め
に
こ
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11学
務
課
6
内
線

2
 

ー5
 

▽
申
込
み
1111
月
5
日
困
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
6
内
線
543)
へ

斉
硬
式
テ
ニ
ス
の
ド
ロ
ー
表
に
つ

い
て11

月
2
日
同
か
ら
実
施
さ
れ
る

市
民
体
育
大
会
硬
式
テ
ニ
ス
の
ド

ロ
ー
表
は
、

10
月
23
日
困
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
で
参
加
者
に
配
布

し
ま
す
。

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先

1
1
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
543

持
ち
な
が
ら
も
、
普
段
の
訓
練
や

作
業
を
通
し
て
自
立
、
生
き
が
い

を
求
め
る
人
た
ち
の
成
果
の
発
表

の
場
で
あ
る
共
に
、
同
祭
を
通
し

て
よ
り
多
く
の
地
域
の
方
々
と
交

流
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
、

t
J

来
場
＜

だ
さ
い
。

▽
日
時
1110
月
1
9
日
回
午
前

10時

S
午
後
3
時
10分
（
雨
天
実
施
）

▽
会
場
11
つ
ば
さ
学
園

▽
内
容
11
即
売
会
、
作
業
実
演
、

模
擬
店
、
一
日
教
室
ほ
か

※
J
R
豊
田
駅
北
口
八
王
子
信
用

金
庫
前
、
京
王
線
平
山
城
址
公
園

駅
前
、

J
R
日
野
駅
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
富
士
銀
行
側
か
ら
、
送
迎
バ

ス
の
運
行
あ
り
。

▽
問
合
せ
先
1
1
つ
ば
さ
学
園

(
6

5
8
2
.
3
4
0
0
、
F
A
X
5
8
2
.
3
4
0
1
)

＊
剣
道

9
月
28
日
に
武
蔵
野
市
で
行
わ

れ
た
、
西
東
京
剣
道
大
会
女
子
二

部

(30
歳
以
上
の
部
）
・
個
人
戦

で
、
古
谷
崇
子
さ
ん
（
錬
士
六
段
・

写
真
左
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

＊
卓
球

9
月
1
4
日
・
1
5
日
に
姫
路
市
で

行
わ
れ
た
、
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
ホ
ー
プ
ス
の
部
で
、
伊
藤
み

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書

届
い
て
い
な
い
方
は
連
絡
を

＞＞＜  

ど
り
さ
ん
（
四
小•6
年
・
写
真

右
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
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▽
も
う
―
つ
の
上
野
動
物
園
史

▽
軽
井
沢
で
、
ひ
と
り
ご
と

i
i

――
 

――
 

m

』
-
/
—
—
小
森
厚
丸
善
早
坂
真
紀
幻
冬
社

g

▽
カ
ー
ラ
イ
フ
と
車
検
破
壊

▽
舞
台
裏
滝
沢
美
恵
子
文

5

――
 

--

――
 

――
 

野

々

口

哲

朗

成

山

堂

書

店

芸

春

秋

だ

▽
カ
ン
ト
リ
ー
ピ
ジ
ネ
ス
矢
▽
恐
怖
の
骨
和
田
は
つ
子

g

本

．
 

i
-――

 

っ

口

芳

生

農

林

統

計

協

会

光

文

社

▽
江
戸
の
風
刺
画
南
和
男
▽
コ
レ
ア
ン
・
ド
ラ
イ
パ
ー
は
i
i

―-(¢入

i
i
 ――-g

▽

土

の

ぬ

く

も

り

三

木

睦

子

吉

川

弘

文

館

パ

リ

で

眠

ら

な

い

洪

世

和

i
i

--

5

陶
芸
作
品
集
芸
術
新
聞
社
▽
街
の
古
本
屋
入
門
志
多三

み
す
ず
書
房
＂
~

――
 一

ご

御

岳

山

わ

く

わ

く

ハ

イ

ク

郎

k
G
情

報

出

版

▽

3
0
0
1
年
終
局
へ
の
旅

i
i

――
 

g

自
然
教
育
セ
ン
タ
ー
編
の
．
▽
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
と
宗
教
ア
ー
サ
ー
．

C
・
ク
ラ
ー
ク

――
 

i
i

ん

ぶ

る

舎

山

下

明

子

解

放

出

版

社

早

川

書

房

”

-]

▽
鵜
の
目
鷹
の
目
佐
高
の
目
▽
現
代
中
国
漢
字
学
講
義
張
▽
パ
ナ
マ
エ
リ
ッ
ク
・
ゼ
ン
-
-

一

一

佐

高

信

読

売

新

聞

社

静

賢

三

省

堂

シ

ー

日

本

放

送

出

版

協

会

g

g

▽

文

化

の

消

費

者

ア

ル

ピ

▽

お

咲

ち

ゃ

ん

海

老

名

香

葉

（

中

央

図

書

館

―

―

—
—
ン
・
ト
フ
ラ
ー
勁
草
書
房
子
徳
間
書
店

6
5
8
1
.
7
3
5
4
)
~
~
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ー
．．．．．．．．． 
9
9
 ......... 9
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9
9
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... 9
9
 ......... 9
9
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9
 ......... 9
9
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'
'
 ......... 9
9
 ......... 9
9
 ......... 9
9・・・・・・・・・・・

〶
第
8
8回
バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン

リ
コ
ー
ダ
ー
と
ギ
タ
ー
の
音
楽

申し込み・
問い合わせは

で581•7580ヘ

....豪華喜劇人がおくる「喜慮lj・急行列車」

悶］の大会で

日野市民が優勝

雲
日
野
市
障
害
者
青
年
学
級

学
級
生
募
集

ご
観
賞
く
だ
さ
い

市
所
打
美
術
作
品
展

東
映
の
ヒ
ッ
ト
作
・
列
車
シ
リ

ー
ズ
の
第
1
作
目
を
お
送
り
し
ま

す。▽
日
時
1110
月
25
日
国
午
前

10時

か
ら
と
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
11中
央
公
民
館

▽
内
容
11特
急
さ
く
ら
号
の
専
務

車
掌
•
青
木
は
、
初
恋
の
人
・
毬

子
が
乗
車
し
て
い
る
の
を
知
っ
て

ソ
ワ
ソ
ワ
。
車
掌
室
で
彼
女
に
対

す
る
気
持
ち
を
独
白
し
た
が
、
な

ん
と
車
内
放
送
の
マ
イ
ク
の
ス
イ

ッ
チ
が
入
っ
た
ま
ま
…

▽
監
督
11瀬
川
昌
治

日
野
市
障
害
児
少
年
学
級
と
合

同
で
、
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

障
害
を
持
つ
方
と
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
交
流
し
て
み
ま
せ
ん

、°ヵ▽
日
時
1111
月
9
日
同
午
前

10時

S
午
後
3
時

▽
会
場
1
1
一
中

※
申
し
込
み
を
。

芸
術
の
秋
で
す
。
市
で
も
市
民

文
化
祭
が
各
会
場
で
花
ざ
か
り
で

す。
市
所
有
美
術
作
品
も

10
月
か
ら

展
示
替
え
を
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

皆
さ
ん
の
こ
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
日
時
1112
月
21
日
ま
で
の
毎
週

日
曜
日
午
前

10時
S
午
後
4
時

▽
会
場
11南
平
小
開
放
教
室

▽
作
品
11故
・
斉
藤
紅

一
氏
（
独

立
美
術
協
会
）
、
故
・
漆
畑
廣
作
氏

（
日
本
水
彩
画
協
会
）
、
故
・
芝
清

福
氏
（
春
陽
会
）
、
大
坪
重
周
氏
（
日

展
）
ほ
か
の
作
品

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
協
会
（
生
涯
学
習
課

内
6
内
線
545)

▽
日
時
1110
月
1
7
日
画
午
後
6
時

30
分

S
8時
30
分

▽
会
場1
1
勤
労
•
青
年
会
館

▽
内
容
11働
く
女
性
の
サ
バ
イ
バ

ル
作
戦

S
こ
れ
だ
け
知
っ
て
い
れ

ば
怖
い
も
の
な
し
／
．

S

▽
定
員
1130
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
11
電
話
ま
た
は
F
A
X

で
産
業
振
興
課

(
6
内
線
203
／
脳

5
8
3
.
4
1
9
8
)

へ

害
日
野
市
障
害
者
青
年
学
級
運
動

会
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

衝
第
67
回
公
民
館
映
画
会
S
渥
美

し
9

清
さ
ん
を
偲
ん
で

s「
喜
劇
・
急

行
列
車
」

▽
出
演
1
1
渥
美
清
、
佐
久
間
良
子
、

西
村
晃
、
小
沢
昭
一
ほ
か

▽
定
員
11各
60
人
（
申
し
込
み
を
）

※
事
前
申
し
込
み
制
で
、

1
歳

S

末
就
学
児•
8

人
の
保
育
あ
り
。

現
地
に
滞
在
し
た
経
験
を
持
つ

方
か
ら
、
最
新
事
情
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
ア
フ
リ
カ
南
▽
日
時
1111
月
8
日
国
午
前

10時

東
部
の
独
立
共
和
国
。
イ
ン
ド
洋

S
正
午

に
面
し
た
長
い
海
岸
線
を
持
ち
、

▽
会
場
11中
央
公
民
館

重
要
な
港
湾
都
市
と
広
大
な
平
野
▽
講
師
11前
田
あ
ゆ
み
氏
（
勁
日

に
恵
ま
れ
た
国
で
す
が
、
長
引
い
本
国
際
協
カ
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査

た
内
戦
の
影
響
で
多
く
の
国
民
は
員
）

貧
困
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
▽
定
員
1150
人
（
申
し
込
み
を
）

ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
‘
ヽ
｀
ヽ
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ヽ
‘
ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ
‘
、
‘

全
国
際
理
解
講
座

モ
ザ
ン
ピ
ー
ク
あ
れ
こ
れ
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の
る
法

呼＂虹
の
お
対

者

の

働
に
ル
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女
職
卜
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均等法改正
ゼミナール
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i
i

多
摩
動
物
公
園
で

[
[
日
野
郵
便
局
ウ
オ
ク
ラ
リ
”

――
 

ー

ー

：

一一

▽
日
時
1111
月
2
日
回
午
前

10

者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
―
―

□呵
＼

午

後

1

時

話

番

号

及

び

参

加

者

の

氏

名

、

一

[

i

一
▽
会
場
1
1
都
立
多
摩
動
物
公
園
年
齢
を
記
入
し
、
日
野
郵
便
局

i
i

―

-

―

-

g
▽
内
容1
1

チ
ー
ム
単
位
で
園
内
総
務
課
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
係
~
~

：
玉
驚
し
な
が
ら
、
簡
単
な
ク
(
-
T
1
9
1
宮
3
4
5
n
5
8
2
.
0
0
0
1
)
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-
i
 ＂

＂
イ
ズ
に
答
え
る
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

5

――
 E

▽
対
象
11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

▽
そ
の
他
11①
弁
当
、
飲
み
物

g

――

-
i
 

＂
二
子
者

300
人
（
家
族
、
友
人
等

3

は
用
意
し
ま
す
②
午
後
1
時
以
"
-

降
は
園
内
自
由
行
動
③
参
加
者
5

g
S
5
人
で
申
し
込
み
を
）

に封書――

ーー

▽
申
込
み

1110
月
23
日
困
（
必
に
は

10月
29
日
困
ま
で

――
 g

着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
代
表
で
連
絡
し
ま
す
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邑
乎
成
10
年
度
採
用

病
院
職
員
募
集

▽
職
種
11助
産
婦
、
看
護
婦
（
士
）

▽
募
集
人
数
11
若
干
人
▽
受
験
資

格
11
昭
和
44
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
で
各
資
格
を
取
得
（
市
の
指

定
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
）
の
方

▽
提
出
書
類
11①
所
定
の
試
験
申

込
書

(10
月
16
日
か
ら
市
役
所
4

階
職
員
課
と
同
病
院
で
配
布
）
②

叢
終
学
歴
の
卒
業
（
見
込
み
）
証

明
書
と
成
績
証
明
書
③
資
格
証
明

書
の
写
し
※
見
込
み
者
は
不
要
▽

試
験
日
1111
月
10
日
▽
応
募
方
法

1110
月
16
日
S
1
1
月
8
日
午
前
8

時
30
分

S
午
後
5
時
に
市
立
総
合

病
院

(-T191
多
摩
平
6
の
1
の
1

百

・

2
6
7
7
)
へ
持
参
か
郵
送

9
iぎ

●
七
生
中
創
立
50
周
年
記
念
絵
ハ

ガ
キ
「
七
生
の
四
季
」
を
発
行

▽
七
生
中
の
草
創
期
か
ら
の
七
生

地
域
の
風
景
の
変
遷
を
描
く
カ
ラ

ー
12
枚
▽
価
格
11
1
千
円
▽
間
合

せ
先
11
同
記
念
行
事
実
行
委
晨
会

（
七
生
中
6
5
9
1
.
0
1
7
4
)

■在
住
外
国
人
の
子
供
を
支
接
す

る
大
学
生
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
毎
週
土
曜
日
に
八
王
子
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
日
本

語
や
勉
強
を
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん

か
※
平
日
も
可
▽
問
合
せ
先
11
世

界
の
子
ど
も
と
手
を
つ
な
ぐ
学
生

の
会
（
津
田

6
5
9
4
.
7
5
7
5
)

●
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
キ
ネ
シ
オ
・
ス
ポ
ー
ツ
テ
ー
ピ

は

ン
グ
正
し
い
貼
り
方
講
習
会
▽
日

程
・
内
容
1110
月
18
日
（
テ
ニ
ス

み
ん
な

eメ
モ
暢
[

▽
締
め
切
り
は
、

1
日
号
が
前
月
15
日
（
必
着
）
、

15
日
号
が
前
月

翠

末
日
（
同
）
で
す
。
な
お
、
締
め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

褒

の
場
合
は
、
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
※
〇
印
は
市
が
行
う
も
の
、

■印
は
団
体
・
個
人
か
ら
の
投
稿
に
よ
る
も
の
で
す

寃

ー編）

・
25
日
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
編）

▽
時
間
11午
後
6
時
S
8
時
▽
費

用
11
1
回
1
千
50
円
▼
二
胡
と
草

原
情
歌
コ
ン
サ
ー
ト
▽
日
時
1110

月
18
日
午
後
7
時
か
ら
▽
出
演
II

注
承
朕
氏
▽
費
用
11
2
千
500
円
▼

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
▽
日
時
1110

月
19
日、

11
月
1
日

・
16
日
午
後

7
時
S

9
時
▽
費
用
1
1
1
回
1
千

円
▼
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
一
日
講
習

会
▽
日
時
1111
月
6
日
午
前
10
時

＼
正
午
▽
内
容
11
傘
、
バ

ッ
グ
に

絵
を
描
く
▽
費
用
11
2
千
100
円
※

教
材
費
別▼
琉
球
舞
踊
•
_
＿
＿
線
教

室
て
日
野
け
ん
玉
大
会
▼

3
歳
か

ら
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
▼
自
彊
術
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
▽
会
場

・
問
合
せ
先
11
同

セ
ン
タ
ー
（
6
582
.
3
1
3
6
)

■「
慟
く
者
の
文
化
展
」
作
品
募
集

▽
応
募
方
法
1110
月
24
日
ま
で
に

書
道
は
富
士
電
機
労
組

(6
582
.

3
0
0
5
)、
写
真
は
コ
ニ
カ
労
組

(6
589
.8
4
9
8
)
、
絵
画
は
日
野

市
職
員
組
合

(6
584
.
2
7
8
4
)

ヘ
※
展
示
は
10
月
28
日
S
11
月
2

日
に
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

■フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

▽
日
時
11
10
月
28
日
午
前

10
時

S
午
後
2
時
※
雨
天
は
10
月
30
日

▽
会
場
11旭
が
丘
中
央
公
園
▽
費

用
11300
円
▽
申
込
み
先
11ポ
ケ
ッ

ト
サ
ー
ク
ル
（
田
中
6
5
8
6
.
0
7

■日
野
市
歯
科
医
会
が
「
ハ
チ
マ

ル
・
ニ
イ
マ
ル
表
彰
者
」
を
募
集

▽
対
象
11市
内
在
住
の
80
歳
以
上

で
歯
が
20
本
以
上
あ
り
、

11
月
9

日
に
産
業
ま
つ
り
会
場
へ
来
ら
れ

る
方
▽
申
込
み
11
10
月
31
日
ま
で

に
日
野
市
歯
科
医
会
会
員
の
歯
科

医
院
へ
▽
問
合
せ
先
11内
田
歯
科

医
院

(6
587
.
6
8
8
0
)

し
疹

tr 

？̀ 

市
立
総
合

●
五
小
校
区
自
主
防
災
協
議
会

「
防
災
訓
練
」

▽
日
時
1111
月

2
日
午
前

10
時

＼
正
午
▽
会
場
11多
摩
平
第

一
公

園
▽
内
容
11初
期
消
火
、
起
震
車

ほ
か
▽
問
合
せ
先
11
五
小
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
（
多
摩
平

自
治
会
事
務
局
6
581
.
7
3
1
8
)

■八
王
子
東
養
護
学
校
学
校
公
開

▽
日
時

11
11
月

5
日
午
前

9
時

S
正
午
▽
会
場
11同
校
▽
内
容
II

授
業
施
設
や
設
備
の
見
学
▽
問

合
せ
先
11同
校
教
育
相
談
室
(
6

0
4
2
6
.
2
.
4
5
9
7
)
 

4
 

■フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

▽
日
時
1111
月
9
日、

12
月
14
日

午
前
10
時
＼
午
後
3
時
▽
会
場
11

高
幡
不
動
尊
▽
費
用
11
1
回
2
千

円
▽
問
合
せ
先
11
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
友
の
会

(6
579
.
4
0
0
3
)

讐

iし

●
よ
り
よ
い
高
校
教
育
を
考
え
る

八
王
子
・
日
野
の
つ
ど
い

▽
日
時
1110
月
18
日
午
後
1
時
30

S
4
時
30
分
▽
会
場
11富
士
森
高

校
（
八

王
子
市）

▽
内
容

11
講
油

「変
わ
る
都
立
高
校
と
高
校
生
の

今
」
、
都
立
高
校
の
紹
介
ほ
か
▽
費

用
11200
円
（
資
料
代
）

▽
持
ち
物

11
上
履
き
▽
問
合
せ
先
11同
つ
ど

い
実
行
委
員
会
（
福
士

6581.
6

8
7
7
)
 

■講
演
会
「
手
作
り
絵
本
の
魅
力

と
そ
の
こ
こ
ろ
」

▽
日
時
11
10
月
18
日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場
11高
幡
図
書
館
▽
講
師

11
ま
つ
い
の
り
こ
氏
（
絵
本
作
家）

▽
問
合
せ
先
11
日
野

・
子
ど
も
と

本
の
出
会
い
の
会
（
加
藤
6
592
.

2
0
1
9
)
 

■専
門
学
校
東
京
ト
フ
ィ
・
ク

リ
エ
イ
ト
「
ト
フ
ィ
祭
」

▽
日
時
1110
月

19
日
午
前

10
時

S
午
後
4
時
▽
会
場
11
同
校
（
多

摩
平
1
の
6
の
8
)
▽
内
容
11
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー

（
午
前
11
時

と
午
後
3
時
）
、
バ
ザ
ー
、
体
験
染

色
、
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
ほ
か

▽
問
合

せ
先
11
同
校

(
6
5
8
1
.
2
3
4
7
)

■英
語
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
楽
し
も

゜ヽ

う

／

ー

ト

2

•
ノ

▽
日
時
11
10
月
19
日
午
後
1
時
か

ら
▽
会場
1
1
勤
労
•

青
年
会館
▽

費
用
11
500
円
▽
問
合
せ
先
11
カ
サ

ナ
グ
の
会
（
藤
田

6
586
.
0
0
4

7
夜
間
）

ぎ
く
ら
人

■墨
蘭
会
展
（
水
墨
画
）

▽
日
時
1110
月
21
日
S
2
6
日
午
前

11
時

S
午
後
6
時
※

26
日
は
午
後

4
時
ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先
11
山
口

(6
印
．

6
3
2
5
)

■秋
の
教
育
研
究
集
会

▽
日
時
11
10
月
22
日
午
後
2
時
S

4
時
▽
会
場
11高
幡
台
小
▽
内
容

11市
内
小
・
中
・
高
等
学
校
の
先
生

の
レ
ポ
ー
ト

「子
供
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
学
校
を
つ
く
ろ
う
」

▽
問
合

せ
先
11
都
教
組
南
多
摩
支
部
日
野

地
区
協
議
会

(6
584
.
7
2
4
0
)

■日
野
第
二
保
育
園
バ
ザ
ー

▽
日
時
1110
月

25
日
午
前

10
時

S
午
後
1
時
30
分
▽
会
場
11
同
園

▽
内
容
11贈
答
品
、
模
擬
店
、
ゲ

ー
ム
ほ
か
※
午
前
9
時
30
分
か
ら

陶
芸
講
習
会
も
あ
り
▽
問
合
せ
先

11木
代

(6
陶

．

3
6
8
8
)

■平
山
台
小
開
校
20
周
年
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

▽
日
時
1110
月

25
日
午
後

1
時

S
5
時
▽
会
場
11平
山
台
小
▽
内

容
11
卒
業
生
に
よ
る
コ

ン
サ
ー

ト
、
バ
ザ
ー
、
喫
茶
▽
問
合
せ
先

11遠
田

(6
593
.
1
0
7
0
)

●
地
図
で
楽
し
む
小
さ
な
旅
「
江

戸
川
・
隅
田
川

S
水
上
バ
ス
の
旅
」

▽
日
程
11
10
月
26
日
※
午
前
9
時

15
分
に
都
営
地
下
鉄
線
本
八
幡
駅

ホ
ー
ム
に
集
合
▽
行
き
先
11
小
岩

葛
蒲
園
、
葛
西
臨
海
公
園
ほ
か
▽

費
用
1
1
3
千
800
円（
交
通
費
ほ
か
）

※
10
月
23
日
午
前
10
時
30
分
か
ら

高
幡
図
書
館
で
説
明
会
▽
申
込
み

1110
月
21
日
ま
で
に
菊
澤

(6

5
9
1
.
3
3
7
8
夜
問
）
へ

■桜
ヶ
丘
第
一
保
育
園
バ
ザ
ー

▽
日
時

1110
月

26
日
午
前

10
時

S
午
後
2
時
▽
会
場
11同
園
（
多

摩
市
）

▽
内
容
11手
作
り
品
、
模
擬

店
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11
同
園
(
6

0
4
2
3
.
7
4
.
3
0
9
8
)
 

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

▽
日
時

1110
月

26
日
午
前

11
時

．

S
正
午
▽
会
場
11豊
田
地
区
セ
ン

タ
ー
ほ
か
▽
内
容
11
日
用
雑
貨
、

模
擬
店
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
都
第
51
団
（
古

瀬
6
080
.
4
9
1
.
1
6
4
1
)

■懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
、「

と
も
し

び
」
イ
ン
日
野

▽
日
時

1110
月

26
日
午
後

1
時

S

6
時
▽
会
場
11ひ
の
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
▽
費
用
11500
円
※
軽
飲

食
費
別
▽
問
合
せ
先
11宇
野

(
6

.
0
2
2
9
)
 

7
 

8
 

5
 ■連

続
講
座
「
敗
戦
と
新
し
い
出

発
」
⑤

▽
日
時
11
10
月
26
日
午
後
1
時
30

分
S

4
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
内
容
11
日
本
の
敗
戦
と
「
朝
鮮
」

と
の
関
係
▽
講
師
11
松
尾
純
子
氏

▽
費
用
11300
円
▽
問
合
せ
先
11
日

野
の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会
（
松

尾
6
5
9
1
.
2
5
6
6
)

●
お
は
な
し
の
会

▽
日
時
1110
月
26
日
午
後
2
時
S

3
時
30
分
▽
会
場
11高
幡
図
書
館

▽
対
象
11
小
学
生
以
上
※
大
人
も

歓
迎
▽
問
合
せ
先
11
日
野
お
は
な

し
の
会（
山
田

6
587
.
1
4
2
4
)

カ
ラ

ー
ラ

/

■彩
蘭
会
「
水
彩
画
展
」

▽
日
時
1110
月
28
日
S
1
1
月
9
日

午
前
10
時

S
午
後
5
時
※

11
月
3

日
を
除
く
▽
会
場
11高
幡
図
書
館

▽
問
合
せ
先
11岩
崎

(6
5
8
1
.
5

5
3
5
)
 

■教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ど
う
な

る
？
都
立
高
校
」

▽
日
時

1111
月

1
日
午
後

2
時

S

5
時
▽
会
場
11南
多
摩
教
育
会

館
（
多
摩
市
）

▽
内
容
11都
立
高

校
が
減
ら
さ
れ
る
？
入
試
制
度
が

ま
た
変
わ
る
？
▽
問
合
せ
先
11都

教
組
南
多
摩
支
部

(
6
0
4
2

4
 

3
 .
.
.
 7
5
7
1
-

7
 

■明
星
大
学
「
星
友
祭
」

▽
日
時
1111
月
1
日
S
3
日
午
前

10
時

S
午
後
5
時
※
3
日
は

5
時

30
分
ま
で
▽
会
場
11同
大
学
▽
内

は

る

み

容
11
露
崎
春
女
ラ
イ
ブ

(
2
日）、

バ
ン
ド
演
奏
、
模
擬
店
ほ
か
▽
問

合
せ
先
11
星
友
祭
実
行
委
員
会

(6
5
9
1
.
9
8
5
1
)
 

■程
久
保
川
ク
リ
ー
ン
デ
ー

▽
日
時
1111
月
2
日
午
前
9
時
45

分
S
1
1
時
※
雨
天
中
止
▽
集
合
場

所
11①
中
程
久
保
橋
②
七
生
支
所

前
③
八
小
橋
④
玉
川
橋
▽
内
容
II

川
の
清
掃
▽
持
ち
物
11
軍
手
、
長

靴
、
タ
オ
ル
▽
問
合
せ
先
11程
久

保
川
を
考
え
る
会
（
藤
村
6593.

1
1
6
3
)
 

■
民
謡
•
新
舞
踊
「
一

ふ

＿
一⇒華
会
」

発
表
会

▽
日
時
11
11
月
2
日
午
前
11
時
30

分

S
午
後
4
時
▽
会
場
11
七
生
公

会
堂
※
津
軽
三
味
線
の
出
演
あ
り

▽
問
合
せ
先
11小
松

(
6
5
9
2
.
o

7
6
7
)
 

■水
墨
会
「
水
墨
画
作
品
展
」

▽
日
時
1111
月
2
日
S
6
日
午
前

10
時

S
午
後
6
時
※

2
日
は
午
後

1
時
か
ら
、

6
日
は
午
後
4
時
ま

で
▽
会
場
11北
野
市
民
セ
ン
タ
ー

（
八
王
子
市
）

▽
問
合
せ
先
11
別

所

(
6
5
9
1
.
7
9
5
2
)

■
「
忠
魂
慰
霊
塔
」
を
見
な
が
ら

戦
争
責
任
を
考
え
る

▽
日
時

1111
月
3
日
午
前

10
時

＼
正
午
※
雨
天
実
施
▽
会
場
11矢

の
山
公
園
（
日
野
本
町
3
の
1
)
▽

講
師
11
西
川
重
則
氏
（
平
和
遺
族

会
全
国
連
絡
会
事
務
局
長
）

▽
問

合
せ
先
11
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

日
野
地
区
実
行
委
員
会

（
日
野
市

職
員
組
合
6
5
8
4
.
2
7
8
4
)

■日
野
市
地
域
ケ
ア
研
究
所
・
愛

隣
舎
の
会
バ
ザ
ー

▽
日
時
1111
月
3
日
午
前
10
時
30

分

S
午
後
2
時
▽
会
場
11
同
研
究

所
（
多
摩
平
3
の
5
の
21)
▽
内

容
11手
作
り
品
、
衣
類
、
療
養
相

談
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11同
研
究
所

(6
586
.
9
0
5
1
)
 

■閲
日
野
自
動
車
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

ン
ド
の
森
と
親
し
む
集
い

▽
日
時
1111
月
8
日
午
前

10
時

S
午
後
1
時
※
雨
天
中
止
▽
会
場

11同
フ
ァ
ン
ド
の
森
（
八
王
子
市
）

※
午
前

9
時
30
分
に
同
所
イ
ベ
ン

ト
ゾ
ー
ン
に
集
合
▽
内
容
11
森
林

浴
、
豚
汁
ほ
か
※
昼
食
、
飲
み
物

7
点’ツ

令
市
民
体
育
大
会
は
7
面
に
掲
載

は
用
意
し
ま
す
▽
申
込
み
1110
月

30
日
ま
で
に
同
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

（
空

586
.
5
0
2
3
)

へ

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

手
描
き
染
め
T
シ
ャ
ツ
展

▽
日
時
1111
月
4
日
S
9
日
午
前

11
時

S
午
後
7
時
▽
会
場
11
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11関
戸

(6
586
.
6
2
4
7
)

■吹
上
保
育
園
バ
ザ
ー

▽
日
時
1111
月
9
日
午
前
10
時
30

分

S
正
午
▽
会
場
11同
園
▽
内
容

11バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
育
児
相
談
、

人
形
劇
（
午
前
11
時
20
分
）
ほ
か

※
提
供
品
受
け
付
け
中
、
取
り
に

伺
い
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
同
園

(6
583
.
7
6
4
8
)
 

●
心
身
障
害
者
通
所
訓
練
施
設
す

ず
か
け
の
家
バ
ザ
ー

▽
日
時

1111
月

9
日
午
前

11
時

S
午
後

3
時

▽
会
場
11
同
施
設

（平
山
4
の
3
の
7
)
▽
内
容
II

雑
貨
、
食
料
品
、
新
品
衣
類
ほ
か

※
提
供
品
受
け
付
け
中
、
取
り
に

伺
い
ま
す
▽
問
合
せ
先
11
同
施
設

(6
591
.
7
5
6
1
)
 

■押
し
花
行
燈
を
作
り
ま
せ
ん
か

▽
日
時
1111
月
14
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
30
分
▽
会
場
11第
2
お

ち
か
わ
屋

（落
川
865
の
2
)
▽
定

員
11先
着
5
人
▽
費
用
1
1
4
千
円

（
材
料
費
）
▽
持
ち
物
11
は
さ
み
、

ふ
ろ
し
き
、
軍
手
ほ
か
▽
申
込
み

先
11
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
ち
か
わ

座

(6
592
.
0
6
0
1
)

●
至
誠
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
痴
呆
性
高

齢
者
を
地
域
で
ケ
ア
す
る
と
は
」

▽
日
時
11
11
月
18
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
30
分
▽
会
場
11
立
川
市

女
性
セ
ン
タ
ー
・

ア
イ
ム
▽
内
容

11講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

▽
定
員
11
196
人
▽
申
込
み
11

ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

至
誠
ホ
ー

ム

「
至
誠
フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当
」
(
〒

190
立
川
市
錦
町

6
の
28
の
15
6

527
.
0
0
3
1
)

へ

0
中
学
校
体
育
施
設
開
放

11
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時
1110
月
20
日
①
体
育
館
・
・
・

午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3

時
③
校
庭
…
4
時
▽
会
場
11市
役

所
5
階
505
会
議
室
▽
資
格
11
登
録

団
体
の
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線

542

■バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
級
・
中
級
講

習
会

▽
日
時
11
11
月
1
日
S
2
9
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
6
時
30
分
S
8
時

30
分
▽
会
場
11南
平
体
育
館
▽
対

象
11市
内
在
住

・
在
勤

・
在
学
で

中
学
生
以
上
の
方
先
着
30
人
▽
費

用
1
1
3
千
円
▽
申
込
み
先
11
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
6
内
線
543
▽
問
合
せ

先
11
六
波
羅

(6
592
.
7
3
9
7

夜
間
）[い)

な

か

ま

戸
p
貝
嘉
集
）

■初
心
の
方
の
俳
句
会

▽
毎
月
第
2
金
曜
日
午
前

10
時

＼
午
後
0
時
30
分
に
中
央
図
書
館

な
ど
で
▽
費
用
11
月
600
円
▽
問
合

せ
先
11川
島

(6
584
.
8
5
2
5
)

■日
野
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
会

▽
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時

S
正
午

に
中
央
公
民
館
な
ど
で
▽
費
用
II

月
3
千
500
円
※
材
料
費
別
。
月
2

回
指
導
あ
り
▽
問
合
せ
先
11
坂
下

(6
585
.
3
9
6
6
)
 

■マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
「
キ

タ
ハ
ラ
」

▽
毎
週
火
曜

＂
木
曜
日
午
後

6
時

45
分
S

9
時
に
仲
田
小
体
育
館
な

ど
で
▽
費
用
11
月
1
千
円
▽
問
合

せ
先
11
村
松

(6
5
8
1
.
0
6
7
3
)

■ヨ
ガ
・
サ
ー
ク
ル

▽
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時

S
正
午

に
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

▽
費
用
11
月
4
千
円
▽
問
合
せ
先

11金
子

(6
581
.
8
2
1
2
)

国
民
健
康
保
険
税
（
第

4
期
）
、
市
・
都
一

民
税
（
第
3
期
）
の
納
期
は
、
10
月
31
日

面
で
す
。

※
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
。

I閻凪●

■気
功
と
エ
ア
ロ
ピ
ク
ス

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
3
時
S
4
時

30
分
に
富
士
電
機
体
育
館
で
▽
費

用
11
月
2
千
500
円
▽
持
ち
物
11
タ

オ
ル
※
動
き
や
す
い
服
装
で
。
見

学
歓
迎
▽
問
合
せ
先
11
小
板
(
6

5
8
2
.
0
6
4
6
)
 こ

と

の

■大
正
琴
「
み
き
琴
乃
会
」

▽
毎
月
第2
•

第
4

月
曜
日
午
前

10
時

S
午
後
3
時
に
多
摩
平
東
地

区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
※
初
心
者
、

見
学
歓
迎
▽
費
用
11
月
2
千
円
▽

問
合
せ
先
11鎌
倉

(6
5
8
1
.
7
7

5
9
夜
間
）

●
女
声
合
唱
「
コ
ー
ア
・
テ
レ
ー

ジ
ア
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
S
5
時

に
J
R
中
央
線
沿
線
（
豊
田
、
国

立）

で
▽
費
用
11
月
5
千
円
※
個

人
発
声
あ
り
▽
問
合
せ
先
11宇
賀

神

(
6
584
.
3
1
2
6
)

●
つ
く
し
サ
ー
ク
ル
（
木
目
込
み

人
形
）

▽
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時

S
正
午

に
会
員
宅
（
多
摩
平
団
地
）
で
▽
内

容
11
え
と

「と
ら
」、お
ひ
な
様
ほ

か
▽
費
用
1
1
6
千
7
0
0
m
s
1
万
5

千
500
円
（
材
料
費
）
▽
持
ち
物
11
は

さ
み
、

目
打
ち
、
や
す
り
▽
問
合
せ

先
11
石
倉

(
6
5
8
3
.
0
4
3
6
)

●
ザ
・
写
遊
会
（
写
真
）

▽
毎
月
第1
•

第
3

火
曜
日
午
後

1
時
30
分
＼
4
時
に
市
民
会
館
会

議
室
な
ど
で
▽
対
象
1150
歳
以
上

の
初
心
者
▽
費
用
11
入
会
金
1
千

円

月
1
千
500
円
※
詣
導
あ
り
。
見

学
歓
迎
▽
問
合
せ
先
11滝
口

(
6

5
8
1
.
5
4
7
5
夜
問
）

●
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

「
ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ー
ク
ル
」

▽
毎
週
月
曜
日
午
後
2
時

15
分

S
3
時
45
分
に
富
士
電
機
体
育
館

で
▽
費
用
11
入
会
金
500
円
、
月
2

千
円
※
初
心
者
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11
二
瓶

(6
叩

．
0
8
7
4
夜
間
）


